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第１８章 

マハーラージャ・パリークシット、 

ブラーフマナの少年に呪われる 

 
第１節第１節第１節第１節    

 
SaUTa ovac 

Yaae  vE d]aE<YañivPlu/íae Na MaaTauådre Ma*Ta" ) 
ANauGa]had( >aGavTa" k*-Z<aSYaad(>auTak-MaR<a" )) 1 )) 

 
süta uväca 

yo vai drauëy-astra-vipluñöo 

na mätur udare måtaù 

anugrahäd bhagavataù 

kåñëasyädbhuta-karmaëaù 
 
 sütaù uväca—シュリー・スータ・ゴースヴァーミーが言った; yaù—〜である者; vai—確かに; 

drauëi-astra—ドローナの息子の武器によって; vipluñöaù—〜に焼かれて; na—決して〜ない; 

mätuù—⺟親の ; udare—子宮の中で ; måtaù—死に 出会っ た ; anugrahät— 慈悲によって ; 

bhagavataù—人格主神の; kåñëasya—クリシュナ; adbhuta-karmaëaù—素晴らしく行動する者。 
 
 シュリー・スータ・ゴースヴァーミーが言った。「すばらしい活動をする人格主神・シュリ

ー・クリシュナの慈悲に守られたマハーラージャ・パリークシットは、⺟親の胎内でドローナ

の息子の武器に襲われても、焼かれることはなかった」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

 ナイミシャーラニャの聖者たちは、マハーラージャ・パリークシットについて、とくにカリ

の権化を処罰することでカリが国内でなにも害を及ぼせなくなったことについて聞いたあと、

驚異の念に打たれました。スータ・ゴースヴァーミーは、マハーラージャ・パリークシットの

誕生と死のどちらについても説明したいと思っており、ナイミシャーラニャの聖者たちの関心
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を高めるためにこの節から話を始めました。 

 

第第第第２２２２節節節節    
    

b]øk-aePaaeiTQaTaad( YaSTau Ta+ak-aTPa[a<aivâvaTa( ) 
Na    SaMMauMaaehaeå>aYaad(   >aGavTYaiPaRTaaXaYa" )) 2 )) 

    

brahma-kopotthitäd yas tu 

takñakät präëa-viplavät 

na sammumohorubhayäd 

bhagavaty arpitäçayaù 
    

 brahma-kopa—ブラーフマナの激怒; utthität—〜で起こされた; yaù—〜だったもの; tu—しか

し; takñakät—スネークバードによって; präëa-viplavät—命を失うことから; na—決して〜ない; 

sammumoha—圧倒された; uru-bhayät—大きな恐れ; bhagavati—人格主神に; arpita—服従して; 

äçayaù—意識。 
    

 さらに、人格主神に身をゆだねることをいつも心がけていたため、ブラーフマナの少年の憤

怒ゆえに自分を噛み殺しに来るスネークバードを恐れることも、そしてそのことに乱されるこ

ともなかった。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 みずからをゆだねた主の献愛者をナーラーヤナ・パラーヤナ（näräyaëa-paräyaëa）と言い

ます。そのような人は、どのような場所も人も、いいえ、死さえも恐れません。かれにとって

なんであろうと至高主ほど大切なものはなく、そのため、天国も地獄も同じ価値として見つめ

ます。どちらも主の創造界であることを、また、生も死も主によって作られた異なる状況であ

ることを知っているのです。しかし、どのような条件や状況にあっても、ナーラーヤナを思い

だすことは欠かせません。ナーラーヤナ・パラーヤナは、いつもそのように修練しています。

マハーラージャ・パリークシットはそのような純粋な献愛者でした。カリの影響を受けていた

未熟なブラーフマナのために誤って呪われても、それさえナーラーヤナから送られたもの、と

受けとめました。⺟親の胎内で焼かれるところをナーラーヤナ（主クリシュナ）に救われたこ

とを覚えていましたし、たとえ蛇に噛まれて死のうとも、それも主の意志ゆえに起こるという

事実を知っていました。献愛者は、ぜったいに主の意志にはさからいません。神が送ったもの
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はなんでも献愛者には祝福なのです。だからこそマハーラージャ・パリークシットはそのよう

なことに恐れも惑わされもしませんでした。それが主の純粋な献愛者の証しです。 

 

第第第第３３３３節節節節    
    

oTSa*JYa  SavRTa" Sa(r)& ivjaTaaiJaTaSa&iSQaiTa" ) 
vEYaaSake-JaRhaE iXaZYaae Ga(r)aYaa& Sv& k-le/vrMa( )) 3 )) 

    

utsåjya sarvataù saìgaà 

vijïätäjita-saàsthitiù 

vaiyäsaker jahau çiñyo 

gaìgäyäà svaà kalevaram 
    

 utsåjya—捨てたあと; sarvataù—あたりに; saìgam—交流; vijïäta—理解して; ajita—決して征

服されない者（人格主神）; saàsthitiù—実際の立場; vaiyäsakeù—ヴャーサの息子へ; jahau—捨

て去った; çiñyaù—弟子として; gaìgäyäm—ガンジス川のほとりで; svam—彼自身; kalevaram—

物質の体。 
    

 さらに王は、自分にかかわるすべての人々から離れたあと、ヴャーサの子（シュカデーヴァ・

ゴースヴァーミー）の弟子としてみずからをゆだね、やがて人格主神の真実の立場を理解する

ことができたのである。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 この節にあるアジタ（ajita）は重要です。人格主神、シュリー・クリシュナはアジタ、すな

わち征服されない者と呼ばれており、ほんとうに主はあらゆる面でそのとおりの方です。だれ

も主のほんとうの立場を知りません。主は、知識を使っても征服することができません。私た

ちは主のダーマ（dhäma）・住居であるゴーローカ・ヴリンダーヴァナについて話を聞いてい

ますが、この場所についてさまざまな解釈をする学者がたくさんいます。しかし、パリークシ

ット王がもっとも謙虚な弟子として身をゆだねた相手であるシュカデーヴァ・ゴースヴァーミ

ーのような精神指導者の恩寵によって、主のほんとうの立場、主の永遠のダーマ・住居、その

ダーマにある崇高なすべての出来事や物事を知ることができます。王は、主の超越的な境地に

ついて、そしてその超越的なダーマに近づくことのできる超越的な方法を知っていたからこそ、

自分の窮極目的地を確信し、またそう理解することで、自分の体さえ含む物質的なものすべて
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を、執着という困難さえ感じることなく捨てることができました。『バガヴァッド・ギーター』

（第９章・第59節）ではparaà dåñövä nivartate（パランム ドゥリシュトゥヴァー ニヴァルタテー）と

言われています。パランム（param）、すなわち優性エネルギーを見ることができる人は、物

質的執着に関係のあるものすべてを捨てることができます。私たちは『バガヴァッド・ギータ

ー』をとおして物質のエネルギーを超えた主のエネルギーを理解することができますし、主が

優性エネルギーをとおして自分の永遠な名前・質・娯楽・品々・多様性を表わしているそのエ

ネルギーを、シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーのような本物の精神指導者の恩寵を授かって

理解することができます。主のこの優性の、そして永遠のエネルギーを完全に知らなければ、

絶対真理の真実について、推論に頼った理論を駆使しても物質エネルギーから離れることはで

きません。マハーラージャ・パリークシットは、主クリシュナの恩寵があったからこそ、シュ

カデーヴァ・ゴースヴァーミーのような人物の慈悲を授かったのであり、そのおかげで、征服

されない主のほんとうの立場を知ることができました。ヴェーダ経典を学んで主を見つけだす

のは至難の業ですが、シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーのような解放された献愛者の慈悲さ

えあれば、主を理解するのはたやすいことです。 

 

第第第第４４４４節節節節    
    

NaaetaMaëaek-vaTaaRNaa&    JauzTaa&    TaTk-QaaMa*TaMa( ) 
SYaaTSaM>a]Maae_NTak-ale/_iPa SMarTaa& TaTPadaMbuJaMa( )) 4 )) 

    

nottamaçloka-värtänäà 

juñatäà tat-kathämåtam 

syät sambhramo 'nta-käle 'pi 

smaratäà tat-padämbujam 
    

 na—決して〜ない; uttama-çloka—ヴェーダ聖歌が讃えている人格主神; värtänäm—そのこと

のために生きる者達の; juñatäm—そのことに従事する者達の; tat—主の; kathä-amåtam—主に関

する超越的な話題; syät—そのように起こる; sambhramaù—誤解; anta—最期に; käle—やがて; 

api—もまた; smaratäm—思いだしている; tat—主の; pada-ambujam—蓮華の御足。 
    

 これは事実である。なぜなら、みずからの生涯を、ヴェーダ聖歌が謳う人格主神にまつわる

崇高な話題に耳をかたむけることに捧げ、主の蓮華の御足をいつも思う者は、生涯最期の瞬間

にでさえ、誤解を持つ危険を冒さないからである。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 人生の最高完成は、生涯を閉じる瞬間に主の超越的な特質を思いだすことで達成できます。

この人生の完成は、シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーのような解放された魂、あるいはその

師弟継承にいる人物たちによって謳われたヴェーダ聖歌をとおして主の真の超越的質を学んだ

人が達成できます。頭だけで考える推論家からヴェーダ聖歌を聞いても、なにも得られません。

同じことを、ほんとうに自己を悟った魂から聞き、奉仕と従順な心でその内容を正しく理解す

れば、すべては透明の水のように明らかになります。こうして従順な弟子は崇高な生活を送り、

その生き方を人生最期まで貫くことができます。この科学的な方法に従えば、肉体機能の混乱

ゆえに記憶が弱まる人生最期の瞬間にでさえ主を思いだすことができます。ふつうの人には、

死ぬときになにかを思いだすことは難しいものですが、主、真実の献愛者、そして精神指導者

の恩寵さえあれば、苦もなくその機会を自分のものにできます。そして、それがマハーラージ

ャ・パリークシットによって実現されたのです。 

 

第第第第５５５５節節節節    
    

TaavTk-il/NaR Pa[>aveTa( Pa[ivíae_Paqh SavRTa" ) 
YaavdqXaae  MahaNauVYaaRMaai>aMaNYav Wk-ra$( )) 5 )) 

    

tävat kalir na prabhavet 

praviñöo 'péha sarvataù 

yävad éço mahän urvyäm 

äbhimanyava eka-räö 
    

 tävat—〜である限り; kaliù—カリの権化; na—〜できない; prabhavet—繁栄する; praviñöaù—

〜に⼊る; api—〜ではあるが; iha—ここに; sarvataù—どこにも; yävat—〜である限り; éçaù—君

主; mahän—偉大な; urvyäm—力強い; äbhimanyavaù—アビマンニュの子息; eka-räö—その皇帝。 
    

 その偉大で力強いアビマンニュの子息が世界の皇帝として君臨するかぎり、カリの権化が世

にはびこる可能性はない。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 すでに説明したように、カリの権化はすでに地球に⼊りこみ、自分の影響力を全世界に広げ
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ることを⻁視眈々と狙っていました。しかし、マハーラージャ・パリークシットの存在ゆえに、

本望が遂げられませんでした。それが優れた政府のあり方です。カリの権化のような混乱を作

りだす輩は、いつでも邪悪な活動を横行させようとしていますが、有能な国家の義務は、手を

尽くしてそのような勢いを食い止めることにあります。マハーラージャ・パリークシットはカ

リの権化に場所を与えはしましたが、同時に、市⺠がカリに動じる機会も与えませんでした。 

 

第第第第６６６６節節節節    
    

YaiSMaàhiNa YaùeRv >aGavaNauTSaSaJaR GaaMa( ) 
TadEvehaNauv*taae_SaavDaMaRPa[>av"    k-il/" )) 6 )) 

    

yasminn ahani yarhy eva 

bhagavän utsasarja gäm 

tadaivehänuvåtto 'säv 

adharma-prabhavaù kaliù 
    

 yasmin—それについて ; ahani—その日 ; yarhi eva—その瞬間に ; bhagavän—人格主神 ; 

utsasarja—去っていった; gäm—地球; tadä—その時; eva—確かに; iha—この世界で; anuvåttaù—

従った; asau—彼; adharma—無宗教; prabhavaù—加速している; kaliù—争いの権化。 
    

 人格主神、主シュリー・クリシュナが地球から去っていったその日から、ありとあらゆる無

宗教的活動をはびこらせるカリの権化がこの世界に⼊りこんだ。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
    

 人格主神、そして主の聖なる名前や質などはすべて同じです。カリの権化は、人格主神がい

たために地球に降りたつことができませんでした。同じように、最高人格主神の聖なる名前や

質などをいつも唱えるという配慮が準備されているため、カリの権化が⼊る余地はまったくあ

りません。それが、世界からカリの権化を追い払うテクニックです。現代社会では物質科学が

大きな発展を遂げ、音を空間に拡散させるラジオが発明されました。ですから、感覚を楽しま

せるだけの不快な音を響かせるかわりに、『バガヴァッド・ギーター』や『シュリーマド・バ

ーガヴァタム』が認めているように、主の聖なる名前、名声、活動にまつわる超越的な音を広

める配慮をすれば、有利な環境が作られ、世界中に宗教原則がよみがえります。その結果、世

界の退廃を防ごうと躍起になっている国の代表者たちの願いも叶います。主の奉仕に使いさえ

すれば、悪いものはなにもありません。 
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第第第第７７７７節節節節    
    

NaaNauÜeií  k-il&/  SaMa]a$(  Saar(r) wv Saar>auk(- ) 
ku-Xal/aNYaaéu iSaÖyiNTa NaeTarai<a k*-TaaiNa YaTa( )) 7 )) 

    

nänudveñöi kalià samräö 

säraìga iva sära-bhuk 

kuçaläny äçu siddhyanti 

netaräëi kåtäni yat 
    

 na—決して〜ない; anudveñöi—嫌悪心; kalim—カリの権化に; samräö—皇帝; säram-ga—現実

主義者、ミツバチのように; iva—〜のように; sära-bhuk—真意を受けいれる者; kuçaläni—吉兆な

対象; äçu—すぐに; siddhyanti—成功する; na—決して〜ない; itaräëi—不吉な物事; kåtäni—実行

されて; yat—〜と同じほど。 
    

 マハーラージャ・パリークシットは（花の）エキスだけを吸いとるミツバチのような現実主

義者である。そしてカリ時代では、吉兆な物事はすぐにすばらしい結果を作りだすが、不吉な

行動はじっさいに行なわれてはじめて結果が作りだされることをよく知っている。だからかれ

は、決してカリの権化を嫌っていたわけではなかったのである。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 カリ時代は堕落の時代、と言われています。この堕落した時代にいる生命体は苦しんでいる

ため、至高主はかれらのために便宜を図っています。おかげで生命体は、主の意志で、じっさ

いに行動しなければその行ないの犠牲にはなりません。それまでの時代では、罪なことを考え

るだけでその行動の犠牲になっていました。逆に、現代に生きる生命体は、敬虔な行ないを頭

に描くだけでその行為の結果を授かることができます。マハーラージャ・パリークシットは、

主の恩寵を授かっているためひじょうに博識で経験豊富で、たんにカリの権化を嫌悪していた

わけではありません。罪なことをする機会をかれに与えるつもりはなかったからです。臣⺠た

ちがカリ時代の罪な行ないの犠牲にならないよう守っていましたし、同時に、カリ時代にも特

定の場所を与えることで、充分に便宜を図ってあげました。『シュリーマド・バーガヴァタム』

の終わりには、たとえカリ時代の非道な行ないがあっても、カリ時代にはすばらしい特典が用

意されている、と述べられています。ただ、主の聖なる名前を唱えるだけで解放されるのです。

こうしてマハーラージャ・パリークシットは、主の聖なる名前を組織的に広める努力をし、市
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⺠をカリの支配から救いました。偉大な聖者たちがときにカリ時代のために幸運を願うのは、

この恩恵を授かるためなのです。ヴェーダにも、主クリシュナの活動について話しあえばカリ

時代にある不遇を取りのぞくことができる、と述べられています。『シュリーマド・バーガヴ

ァタム』のはじめには、『シュリーマド・バーガヴァタム』を吟唱することで、至高主はすぐ

に私たちの心のなかに囚われる、と言われています。これらが、カリ時代にあるすばらしい利

点であり、マハーラージャ・パリークシットはこの利点をすべて受けいれ、ヴァイシュナヴァ

文化への信念を持ちつづけ、カリ時代の不運を気にすることはありませんでした。 

 

第第第第８８８８節節節節    
    

ik&- Nau bale/zu éUre<a k-il/Naa Daqr>aqå<aa ) 
APa[Mata"  Pa[Mataezu  Yaae  v*k-ae Na*zu vTaRTae )) 8 )) 

    

kià nu bäleñu çüreëa 

kalinä dhéra-bhéruëä 

apramattaù pramatteñu 

yo våko nåñu vartate 
    

 kim—〜であるもの; nu—〜かもしれない; bäleñu—知性に欠ける者達の間で; çüreëa—力強い

者によって; kalinä—カリの権化によって; dhéra—自己抑制; bhéruëä—〜を恐れる者によって; 

apramattaù—注意深い者 ; pramatteñu—不注意な者達の間で ; yaù—〜である者; våkaù—⻁; 

nåñu—人間の間で; vartate—存在する。 
    

 マハーラージャ・パリークシットは、知性のない者たちはカリの権化をひじょうに力のある

存在だと思うかもしれないが、自己を抑制する者たちは恐れない、と考えていた。パリークシ

ット王は⻁のように強く、そして愚か者や軽率な者たちを気づかっていたのである。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 主の献愛者でない人々は軽率で知性がありません。真に知的でなければ主の献愛者になるこ

とはできないのです。主の献愛者でなければ、カリの動きの餌食になります。マハーラージャ・

パリークシットが従った行動様式、すなわち一般人に主の献愛奉仕を広める想いがなければ、

社会に健全な環境を作ることはできません。 
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第第第第９９９９節節節節    
    

oPavi<aRTaMaeTaÜ" Pau<Ya& Paarqi+aTa& MaYaa ) 
vaSaudevk-QaaePaeTaMaa:YaaNa&  YadPa*C^Ta )) 9 )) 

    

upavarëitam etad vaù 

puëyaà pärékñitaà mayä 

väsudeva-kathopetam 

äkhyänaà yad apåcchata 
    

 upavarëitam—ほとんどすべてを語って; etat—これらすべて; vaù—あなた達に; puëyam—敬

虔な; pärékñitam—マハーラージャ・パリークシットについて; mayä—私によって; väsudeva—主

ク リ シ ュ ナ の ; kathä— 話 ; upetam— 〜 と 関 連 し て ; äkhyänam—statements; yat—what; 

apåcchata—you asked from me. 
    

 聖者たちよ。私は皆さんの問いに答えて、敬虔なマハーラージャ・パリークシットの生涯と

関連した主クリシュナの話についてほぼすべてを語った。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 『シュリーマド・バーガヴァタム』は主の活動を伝える歴史書です。そして主の活動は主の

献愛者たちと関連して行なわれています。ですから、献愛者の話は主クリシュナの活動となん

ら変わることがありません。主の献愛者は、主の活動と純粋な献愛者の活動を等しく捉えます。

どちらもすべて超越的だからです。 

 

第第第第１０１０１０１０節節節節    
    

Yaa  Yaa"  k-Qaa >aGavTa" k-QaNaqYaaeåk-MaR<a" ) 
Gau<ak-MaaRé[Yaa" PauiM>a" Sa&SaeVYaaSTaa bu>aUzui>a" )) 10 )) 

    

yä yäù kathä bhagavataù 

kathanéyoru-karmaëaù 

guëa-karmäçrayäù pumbhiù 

saàsevyäs tä bubhüñubhiù 
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 yäù—なんでも; yäù—そしてなんであろうと; kathäù—話題; bhagavataù—人格主神について; 

kathanéya—私によって語られるべきものだった; uru-karmaëaù—素晴らしく行動する主の; 

guëa—超越的な質 ; karma—非凡な活動 ; äçrayäù—伴っている ; pumbhiù—人々によって ; 

saàsevyäù—聞かれるべきもの; täù—それらのすべて; bubhüñubhiù—自分達の幸福を願う者達に

よって。 
    

 人生を完璧にまっとうしたいと願うのであれば、すばらしい活動をする人格主神の超越的な

活動と特質にまつわる話題すべてについて、すなおな気持ちで聞かなくてはならない。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 主シュリー・クリシュナの超越的活動、質、名前を系統的に聞くことが、私たちを永遠の生

活に推し進めてくれます。「系統的に聞く」とは、主について徐々に正しくありのままに知る

ということであり、「主を正しくありのままに知る」とは、『バガヴァッド・ギーター』が述

べるように、永遠の生活に到達することを指しています。主シュリー・クリシュナのそのよう

な超越的かつ栄光あふれる活動は、条件づけられた生命体への物質的報酬と考えられる生老病

死の過程を止める治療法です。そのような完成された生活をきわめることが人間生活のゴール

であり、超越的な喜びを達成したことでもあります。 

 

第第第第１１１１１１１１節節節節    
    

‰zYa Ocu" 
SaUTa  Jaqv  SaMaa" SaaEMYa XaaìTaqivRXad& YaXa" ) 
YaSTv& Xa&SaiSa k*-Z<aSYa MaTYaaRNaaMaMa*Ta& ih Na" )) 11 )) 

    

åñaya ücuù 

süta jéva samäù saumya 

çäçvatér viçadaà yaçaù 

yas tvaà çaàsasi kåñëasya 

martyänäm amåtaà hi naù 
    

 åñayaù ücuù—徳高き聖者達が言った; süta—スータ・ゴースヴァーミーよ; jéva—私達はあなた

の〜の命を望む; samäù—⻑い年⽉; saumya—厳粛な; çäçvatéù—永遠の; viçadam—特に; yaçaù—

名声において; yaù tvam—なぜならあなたは; çaàsasi—巧みに語っている; kåñëasya—主シュリ
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ー・クリシュナの; martyänäm—死ぬ者達の; amåtam—命の永遠性; hi—確かに; naù—私達の。 
    

 徳高き聖者たちが言った。「威厳あふれるスータ・ゴースヴァーミーよ！ あなたが⻑寿と

とわの名声に恵まれますように。主クリシュナ・人格主神の活動を巧みに語る方だからです。

これは、私たちのような限りある命を持つ者にとっては甘露とも言えましょう」 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 人格主神の超越的な質と活動を聞けば、主がみずから『バガヴァッド・ギーター』（第４章・

第９節）で語ったことをいつも思いだすことができます。主の活動は、物質エネルギーと区別

される主の精神エネルギーによって強められるため、たとえ人間社会でなされるものであって

も超越的です。『バガヴァッド・ギーター』が言うように、そのような活動をdivyam（ディヴャ

ンム）と言います。言いかえれば主の活動は、物質エネルギーに縛られているふつうの生命体の

ような活動や誕生ではない、ということです。また主の体は、一般の生命体のように物質的で

も変化するものでもありません。そしてこの真理を主から直接、あるいは権威ある情報源をと

おして理解する人は、物質の体を去っていったあとふたたび生まれることはありません。啓発

されたそのような魂は主の精神界に⼊ることを許され、主に超越的な愛情奉仕をすることがで

きます。ですから、『バガヴァッド・ギーター』や『シュリーマド・バーガヴァタム』で言わ

れているように、主の超越的な活動を聞けば聞くほど主の超越的な質をさらに深く知ることが

でき、そうして神のもとに帰る道を着実に進むことができます。 

 

第第第第１２１２１２１２節節節節    
    

k-MaR<YaiSMaàNaaìaSae DaUMaDaUMa]aTMaNaa& >avaNa( ) 
AaPaaYaYaiTa   GaaeivNdPaadPaÚaSav&  MaDau )) 12 )) 

    

karmaëy asminn anäçväse 

dhüma-dhümrätmanäà bhavän 

äpäyayati govinda- 

päda-padmäsavaà madhu 
    

 karmaëi— 〜 の 執 行 ; asmin— こ れ に 関 し て ; anäçväse— 確 実 性 な し で ; dhüma— 煙 ; 

dhümra-ätmanäm— 〜 じ み た 体 と 心 ; bhavän— あ な た 自 身 ; äpäyayati— 非 常 に 心 地 よ い ; 

govinda—人格主神; päda—足; padma-äsavam—蓮華の花の甘露; madhu—蜂蜜。 
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 私たちは、果報的活動でもあるこの火の儀式をはじめたばかりですが、その行為そのものに

数多くの不備があるために、どのような結果をもたらすのかわからないままに行なっています。

私たちの体は煙のために⿊くなりましたが、あなたが私たちに分け与えてくださっている人格

主神ゴーヴィンダの蓮華の御足からあふれる甘露を感じ、ほんとうに喜びを味わっています。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 ナイミシャーラニャの聖者たちが焚いた儀式の火からは、多くの欠陥があったために、まち

がいなく煙や疑いが作りだされました。最初の欠陥は、カリ時代ではそのような儀式を首尾良

くこなせる熟達したブラーフマナ不足ほとんどいなかった、という点にあります。そのような

儀式で生じる矛盾の結果、儀式全体が台無しになり、農業のように不確かな結果しか得られま

せん。農耕から良好な結果を得られるどうかは自然の摂理による降雨に依存しているため、結

果は見越せません。同じように、カリ時代ではどのような儀式をしても、どのような結果が得

られるかどうか定かではありません。カリ時代の無節操で貪欲なブラーフマナたちは、「カリ

時代で真の結果をもたらす儀式執行は、主の聖なる名前を集まって唱える儀式である」という

経典の教えを人々に教えず、無知な大衆にあやふやで名ばかりの儀式を見せびらかしているだ

けです。スータ・ゴースヴァーミーは、集まっている聖者たちに主の超越的な活動について説

明し、聞いたかれらも主の超越的な活動を聞いて甘露を味わっています。私たちも、食べ物を

食べて満足感が得られるように、この事実を感じとることができます。 

 ナイミシャーラニャの聖者たちは儀式の火から出てくる煙に苦しめられ、儀式の結果も定か

ではありませんでしたが、スータ・ゴースヴァーミーのような悟った人物から話を聞くことで、

心から満足していました。『ブラフマ・ヴァイヴァルタ・プラーナ』では、ヴィシュヌがシヴ

ァに、さまざまな不安に満ちたカリ時代の人々は、果報的活動や哲学的推論を無益に行なうこ

としかできないけれども、献愛奉仕をすれば結果はまちがいなく得られ、エネルギーを無駄に

することはない、と話しています。言いかえれば、主に献愛奉仕をしなければ、精神的悟りに

しろ物質的な恩恵にしろ、成功はできないということです。 

 

第第第第１３１３１３１３節節節節    
    

Taul/YaaMa  l/veNaaiPa Na SvGa| NaaPauNa>aRvMa( ) 
>aGavTSai(r)Sa(r)SYa MaTYaaRNaa& ik-MauTaaiXaz" )) 13 )) 
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tulayäma lavenäpi 

na svargaà näpunar-bhavam 

bhagavat-saìgi-saìgasya 

martyänäà kim utäçiñaù 
    

 tulayäma—〜と等しい; lavena—一瞬によって; api—〜でさえ; na—決して〜ない; svargam—

天国の惑星; na—どちらも〜でない; apunaù-bhavam—物質からの解放; bhagavat-saìgi—主の献

愛者; saìgasya—交流の; martyänäm—死んでいく者達; kim—あるだろうか; uta—〜に言及する; 

äçiñaù—俗な恩恵。 
    

 主の献愛者とのふれあいは、たとえほんのわずかな時間であっても、天国の惑星や物質から

の解放とは比べものにもなりません。ならば、死にゆく者たちのためにある物質的な繁栄とい

う形の俗な恩恵など、言うまでもありません。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 共通した論点がいくつかある場合、それらを比較することができます。しかし、純粋な献愛

者とのふれあいを物質的なものと比べることはできません。物質的な幸福に没頭している人た

ちは、⽉、金星、インドラローカのような天国の惑星に行きたいと強く願い、また物質的な哲

学的推論に熟達している人々は物質的束縛からの解放を強く願っています。こういった物質的

な発達にことごとく見放された人は、反対の種類の解放、アプナル・バヴァ（apunar-bhava）、

つまり「ふたたび誕生しない境地」を望むようになります。ところが主の純粋な献愛者は、天

界での幸せも、物質的束縛から解放されることも望みません。言いかえると、かれらにとって

天界での物質的な喜びはどれも蜃気楼にすぎず、喜びや悲しみという物質的概念から解放され

ているからこそ、物質界にいながらすでに解放されているのです。これは、物質界にいようと

精神界にいようと、純粋な献愛者は超越的境地、すなわち主への愛情奉仕のなかで生きている

ということです。政府の役人は官庁にいても、あるいは家庭や別の場所にいても同じ境遇にい

るように、献愛者は主への超越的な奉仕だけに打ちこんでいるので、物質的なものとはいっさ

いかかわりません。物質的なものにかかわっていないのですから、肉体の死滅とともに終わっ

てしまう国王や君主の地位といった物質的な恩恵から喜びを得ているものでしょうか。献愛奉

仕は永遠で精神的ですから、終わりはありません。そして純粋な献愛者の美質は物質的な美質

とはまったく異質のものですから、２つを比べることなどできるわけがありません。スータ・

ゴースヴァーミーは純粋な献愛者でした。だからこそ、ナイミシャーラニャのリシたちの交流
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はひじょうにユニークです。著しい物質主義者とのつきあいは非難されています。物質主義者

のことをyoñit-saìgé（ヨーシトゥ・サンギー）「物質的な束縛（女性やさまざまな物事）に強く執着

している者」と言います。その執着は条件づけられているため、健全な生活と繁栄という恩恵

を台無しにします。正反対の人をbhägavata-saìgé（バハーガヴァタ・サンギー）「主の名前・姿・気

質などといつもふれあっている者」と言います。そのようなふれあいこそ望ましく、讃えられ

るにふさわしいのであり、それを人生の最高目標と捉えることもできます。 

 

第第第第１４１４１４１４節節節節    
    

k-ae NaaMa Ta*PYaed( rSaivTk-QaaYaa& 
  MahtaMaEk-aNTaParaYa<aSYa   ) 
NaaNTa& Gau<aaNaaMaGau<aSYa JaGMau‚ 
  YaaeRGaeìra Yae >avPaaÚMau:Yaa" )) 14 )) 

    

ko näma tåpyed rasavit kathäyäà 

mahattamaikänta-paräyaëasya 

näntaà guëänäm aguëasya jagmur 

yogeçvarä ye bhava-pädma-mukhyäù 
    

 kaù—彼は誰か; näma—特に; tåpyet—完全な満足を手に⼊れる; rasa-vit—円熟した甘露を味

わうことに巧みである; kathäyäm—〜の話題において; mahat-tama—生命体のなかで最大の生

命体達; ekänta—独占的に; paräyaëasya—〜の庇護地である者の; na—決して〜ない; antam—終

わり; guëänäm—特質の; aguëasya—超越性の; jagmuù—確認できた; yoga-éçvaräù—神秘的力の

主達; ye—彼らすべて; bhava—主シヴァ; pädma—主ブラフマー; mukhyäù—筆頭者達。 
    

 人格主神、主クリシュナ（ゴーヴィンダ）は、すべての生命体にとって唯一の保護者であり、

その超越的な特質は、主シヴァや主ブラフマーのような神秘的力の主（ぬし）でさえ推しはかる

ことはできません。甘露（ラサ）を巧みに味わえる者が、主にまつわる話題を聴いて完全な充

足感を得られるものでしょうか。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 主シヴァと主ブラフマーは半神たちのなかでも主要な存在であり、神秘的力あふれる方たち

です。たとえば主シヴァは毒の海を飲み干しましたが、ふつうの生命体がその１滴でも飲めば
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すぐに命を落とすほどの毒でした。同じようにブラフマーは、主シヴァを含む力強い半神たち

を創造するほどの力をそなえています。ですから二人はイーシュヴァラ・宇宙の主人と呼ぶこ

ともできるでしょう。しかしそれでも、それが最上級の力というわけではありません。最高の

力ではないのです。もっとも力強い方はゴーヴィンダ、主クリシュナです。主は超越性そのも

のであり、その超越的特質はシヴァやブラフマーといった力強いイーシュヴァラにもわかりま

せん。だからこそ主クリシュナは、もっとも偉大な生命体たちにでさえ唯一の保護者なのです。

ブラフマーも生命体の一人として数えられていますが、それでも私たち生命体のなかでも最大

級の方です。ではなぜ、全生命体の最大の生命体が主クリシュナの超越的な話題にそれほど魅

了されるのでしょうか。主がすべての喜びの源だからです。だれもが、なにをするにしてもな

にかの喜びを味わいたいと思っていますが、主に超越的な愛情奉仕をしている人はそのような

奉仕から尽きることのない喜びを味わうことができます。主は無限の方であり、主の名前、特

質、崇高な娯楽、身の回りの物事、多様性など、すべてが無限であり、それを味わうことので

きる人たちは無限の喜びを味わうのですが、その喜びに上限はありません。この事実は『パド

ゥマ・プラーナ』で確証されています。 
    

ramante yogino 'nante 

satyänanda-cid-ätmani 

iti räma-padenäsau 

paraà brahmäbhidhéyate 
    

 「神秘主義者は絶対真理者から無限の超越的喜びを味わっており、そのことから、至高の絶対

真理者・人格主神はラーマという名前で呼ばれている」 

 そのような超越的な話題に終わりはありません。俗な物事のなかには飽満という法則に縛ら

れますが、超越的物事に関しては「飽きる」という感情は起こりません。スータ・ゴースヴァ

ーミーはナイミシャーラニャの聖者たちに向かって主クリシュナの話題を語りつづけたいと思

い、聖者たちもかれから話を喜んで聞きつづける思いを告げました。主は超越的で、その特質

も超越的ですから、主にまつわる話題は心の清い聴衆の「迎え⼊れる思い」をさらに高めてく

れます。 

 

第第第第１５１５１５１５節節節節    
    

Taàae >avaNa( vE >aGavTPa[DaaNaae 
  MahtaMaEk-aNTaParaYa<aSYa    ) 
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hreådar& cirTa& ivéuÖ& 
  éué[UzTaa& Naae ivTaNaaeTau ivÜNa( )) 15 )) 

    

tan no bhavän vai bhagavat-pradhäno 

mahattamaikänta-paräyaëasya 

harer udäraà caritaà viçuddhaà 

çuçrüñatäà no vitanotu vidvan 
    

 tat—ゆえに; naù—私達の; bhavän—優れたあなた; vai—確かに; bhagavat—人格主神と関連し

て; pradhänaù—おもに; mahat-tama—偉人の中の筆頭者; ekänta—独占的に; paräyaëasya—保護

者の; hareù—主の; udäram—公平な; caritam—活動; viçuddham—超越的; çuçrüñatäm—許容心の

ある者達; naù—私達自身; vitanotu—どうか話してくださいe; vidvan—博識な者よ。 
    

 おおスータ・ゴースヴァーミーよ。あなたは博識で、主の純粋な献愛者です。人格主神だけ

が奉仕を捧げるもっとも大切な方だと考えておられるからです。ですからどうか、物質的観念

を超越している主の崇高な娯楽についてご説明ください。私たちはそのような話を聞きたいと

心から願っています。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 主の超越的な活動について話す人は、崇拝と奉仕の唯一の対象者、すなわち主クリシュナ、

最高人格主神を心に定めておかなくてはなりません。そしてその話題を聞く聴衆は、主につい

て聞こうとする熱い思いがなくてはなりません。両方の、つまり資格をそなえた語り手と聴衆

がそろえば、超越性について意気投合した話し合いを続けることができます。プロの吟唱家と

物質的なことしか頭にない聴衆が話を交わしてもほんとうの恩恵は得られません。職業吟唱家

は、自分の家族維持のためにみせかけのバーガヴァタ・サプターハを開き、物質的聴衆は宗教・

富・感覚の満足・解放という俗な恩恵が目的でその話を聞きます。そのような『シュリーマド・

バーガヴァタム』の話し合いは、物質的な質という穢れからは清められません。しかし、ナイ

ミシャーラニャの聖者たちとシュリー・スータ・ゴースヴァーミーが交わした話は超越的な次

元でなされました。物質的な利益とはなんの関係もないのです。聴衆も語り手もそのような会

話をとおして無限の超越的喜びを味わいますから、何千年ものあいだ話し続けることができま

す。いまではバーガヴァタ・サプターハは７日間しか続けられず、その見せ物が終わると、聴

衆も語り手もいつもの物質的な活動に戻ります。そのような愚かなことができるのは、ここで
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述べられているように、語り手はバガヴァトゥ・プラダーナ（bhagavat-pradhäna）ではなく、

聴衆もシュシュルーシャターンム（çuçrüñatäm）ではないからです。 

 

第第第第１６１６１６１６節節節節    
    

Sa vE Maha>aaGavTa" Parqi+ad( 
  YaeNaaPavGaaR:YaMad>a]buiÖ"   ) 
jaNaeNa vEYaaSaik-XaiBdTaeNa 
  >aeJae %GaeNd]ßJaPaadMaUl/Ma( )) 16 )) 

    

sa vai mahä-bhägavataù parékñid 

yenäpavargäkhyam adabhra-buddhiù 

jïänena vaiyäsaki-çabditena 

bheje khagendra-dhvaja-päda-mülam 
    

 saù—彼; vai—確かに; mahä-bhägavataù—一流の献愛者; parékñit—その王; yena—〜であるも

のによって ; apavarga-äkhyam—解放という名前で ; adabhra—固定されて ; buddhiù—知性; 

jïänena—知識によって; vaiyäsaki—ヴャーサの子; çabditena—〜によって語られた; bheje—頼っ

て; khaga-indra—ガルダ、鳥の王者; dhvaja—旗; päda-mülam—足の裏。 
    

 おおスータ・ゴースヴァーミーよ。それらの主の話題についてお話しください。解放に重い

が定められていたマハーラージャ・パリークシットはその話題をとおして主の、鳥の王者であ

るガルダが身をゆだねた主の蓮華の御足を達成しました。それらの話題はヴャーサの子（シュ

リーラ・シュカデーヴァ）によって語られたのです。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 解放の道を歩んでいる生徒のあいだには、争点がいくつかあります。超越的な生徒とは、非

人格論者と主の献愛者のことです。主の献愛者は主の超越的な姿を崇拝しますが、非人格論者

はまばゆい光輝、すなわち主の体から放たれている光であるブラフマジョーティを瞑想します。

この節では、「マハーラージャ・パリークシットは、ヴャーサデーヴァの子息であるシュリー

ラ・シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーの教えをとおして主の蓮華の御足を達成した」と言わ

れています。シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーははじめは非人格論者で、そのことをみずか

ら『シュリーマド・バーガヴァタム』（第２編・第１章・第９節）で認めています。しかしそ
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のあと主の崇高な娯楽のとりこになり、献愛者になりました。完璧な知識をそなえるそのよう

な献愛者は、マハー・バーガヴァタ（mahä-bhägavata）「一流の献愛者」と呼ばれています。

献愛者は３段階、すなわちプラークリタ（präkåta）、マデャマ（madhyama）、マハー・バ

ーガヴァタに分けられます。プラークリタ・三流の献愛者は、主や主の献愛者に関する特別の

知識もそなえていない寺院の崇拝者です。マデャマ・二流の献愛者は、主のことも、主の献愛

者のことも、初心の献愛者のことも、そして献愛者ではない人々のこともよく知っています。

しかし、マハー・バーガヴァタという一流の献愛者はすべてを主と関連づけて見ますし、すべ

ての人々と関連づけて主を見ます。ですからマハー・バーガヴァタはだれでも、とくに献愛者

と非献愛者との区別をつけません。マハーラージャ・パリークシットはそのようなマハー・バ

ーガヴァタでした。シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーというマハー・バーガヴァタの献愛者

から⼊門式を受けたからです。だれにも、カリの権化にも慈悲を授けた人物ですから、ほかの

人に優しい方であることは言うまでもありません。 

 このように、世界の超越的な歴史には、非人格論者からのちに献愛者になった人物に関する

記述が数多く残されています。しかし、献愛者はぜったいに非人格論者にはなりません。この

真実がはっきりと証明しているのは、献愛者が手に⼊れた超越的な境地は、非人格論者の境地

よりも高いということです。『バガヴァッド・ギーター』（第12章・第５節）でも述べられて

いるように、非人格論の境地にしがみついている人々は、真実に到達するのではなく、さまざ

まな苦しみを経験しなくてはなりません。ですから、シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーから

マハーラージャ・パリークシットに授けられた知識は、マハーラージャ・パリークシットを主

への奉仕に到達する助けになりました。そしてこの完璧な境地はアパヴァルガ（apavarga）、

解放という完璧な境地、と呼ばれています。知識だけを得た解放は物質的な知識にすぎません。

物質的束縛からの真の自由が解放であり、そして主への超越的奉仕を達成することが完璧な解

放の境地です。その境地は、『シュリーマド・バーガヴァタム』（第１編・第２章・第12節）

で説明されているように、知識と放棄をとおして得られるものであり、そして完璧な知識の結

果は、シュリーラ・シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーによって授けられたように、主への超

越的な奉仕の達成です。 

 

第第第第１７１７１７１７節節節節    
    

Taà" Par& Pau<YaMaSa&v*TaaQaR‚ 
  Maa:YaaNaMaTYad(>auTaYaaeGaiNaïMa( ) 
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Aa:YaaùNaNTaacirTaaePaPaà& 
  Paarqi+aTa&   >aaGavTaai>araMaMa( )) 17 )) 

    

tan naù paraà puëyam asaàvåtärtham 

äkhyänam atyadbhuta-yoga-niñöham 

äkhyähy anantäcaritopapannaà 

pärékñitaà bhägavatäbhirämam 
    

 tat—ゆえに; naù—私達に; param—至高の; puëyam—浄化している; asaàvåta-artham—ありの

ままに; äkhyänam—話; ati—非常に; adbhuta—素晴らしい; yoga-niñöham—バクティ・ヨーガで満

たされて; äkhyähi—説明する; ananta—無限の方; äcarita—活動; upapannam—〜で満たされて; 

pärékñitam—マハーラージャ・パリークシットに語られて ; bhägavata—純粋な献愛者達の; 

abhirämam—特に非常に愛しい。 
    

 ですから、私たちを浄化させ、そして頂点の無限なる方にまつわる話をお授けください。そ

れはマハーラージャ・パリークシットに語られ、そしてバクティ・ヨーガに満たされているか

らこそ、純粋な献愛者にはとても尊いものです。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 マハーラージャ・パリークシットに語られ、そして純粋な献愛者にとってとても尊いのは『シ

ュリーマド・バーガヴァタム』です。『シュリーマド・バーガヴァタム』はおもに、至高の無

限なる方の活動にまつわる話が満載されているため、バクティ・ヨーガの科学、すなわち主の

献愛奉仕そのものです。ですからそれはパラ（para）・至高の文献と言えます。知識や宗教に

ついてすべて網羅されているのですが、とくに主への献愛奉仕に関する話題で満たされている

からです。 

 

第第第第１８１８１８１８節節節節    
    

SaUTa ovac 
Ahae vYa& JaNMa>a*Taae_Û haSMa 
  v*ÖaNauv*tYaaiPa ivl/aeMaJaaTaa" ) 
daEZku-LYaMaaiDa& ivDauNaaeiTa Xaqga]& 
  MahtaMaaNaaMai>aDaaNaYaaeGa"     )) 18 )) 
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süta uväca 

aho vayaà janma-bhåto 'dya häsma 

våddhänuvåttyäpi viloma-jätäù 

dauñkulyam ädhià vidhunoti çéghraà 

mahattamänäm abhidhäna-yogaù 

 

 sütaù uväca—スータ・ゴースヴァーミーが言った ; aho—どのように ; vayam—私たち; 

janma-bhåtaù—誕生において高められて ; adya—今日 ; ha—明確に ; äsma— 〜になった ; 

våddha-anuvåttyä—高い知識を持つ者達に仕えることで; api—〜ではあっても; viloma-jätäù—混

成の階級に誕生して; dauñkulyam—誕生という無資格; ädhim—苦しみ; vidhunoti—浄化する; 

çéghram—すぐに; mahat-tamänäm—偉大な者達の; abhidhäna—会話; yogaù—関係。 

 

 シュリー・スータ・ゴースヴァーミーが言った。「おお神よ。私たちは混ざり合った階級の

なかに誕生しましたが、知識の豊富な偉大な人物に仕え、そして従うだけで高い生得権を得る

ことができました。そのような偉大な魂たちと話を交わすだけで、すぐさま、低い家庭に生ま

れることによる資格の欠如を補うことができます」 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 スータ・ゴースヴァーミーは、ブラーフマナの家系に誕生した方ではありませんでした。混

成のカースト、つまり非文化的な家庭の生まれです。しかし、シュリー・シュカデーヴァ・ゴ

ースヴァーミーやナイミシャーラニャの聖者たちと気高い交流をすることで、低い誕生に生ま

れることで生じる資格のなさはすべて洗い流されました。主シュリー・チャイタンニャ・マハ

ープラブはその原則どおりにヴェーダの慣例を遂行し、その結果、低い家庭に誕生した人々、

あるいはそのような誕生や行ないゆえに資格がないとされた人々を献愛奉仕の生活に高め、か

れらをアーチャーリャ（権威者）としての立場に確立させました。主は明言しました――だれ

でも、どんな人であっても、ブラーフマナであろうとシュードラとして生まれても、社会のな

かで世帯者や商人として働いていても、クリシュナの科学に精通すれば、アーチャーリャ、グ

ル・精神指導者として迎えられる、と。 

 スータ・ゴースヴァーミーはシュカデーヴァやヴャーサデーヴァのような偉大なリシや権威

者からクリシュナの科学を学び、そして高尚な資格をそなえた結果、ナイミシャーラニャの聖

者たちでさえ、クリシュナの科学を『シュリーマド・バーガヴァタム』という形でかれから熱
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心に聞こうとしました。つまり、聞いて布教することで偉大な魂と二通りの交流に恵まれたと

いうことです。超越的な科学、すなわちクリシュナの科学は権威者から学ぶべきものであり、

その科学を布教する人は、さらに資格を高めることができます。このように、スータ・ゴース

ヴァーミーは両方の利点に恵まれたのであり、まちがいなく、低い誕生と心の苦しみという「無

資格」からまったく解放されていました。この節は、シュリーラ・シュカデーヴァ・ゴースヴ

ァーミーはスータ・ゴースヴァーミーに超越的な科学を教えることを拒否したわけでもなく、

またナイミシャーラニャの聖者たちも、相手が低い誕生だからという理由で聞くことを拒んだ

わけではないことをはっきりと証明しています。これは数千年前でさえ、劣る家庭に生まれて

も超越的な科学を学んだり広めたりすることにはなんの障害もなかったということです。ヒン

ドゥ社会のいわゆる厳格なカースト制度は、最近100年のあいだに、高いカーストに生まれて

も資格のないドゥヴィジャ・バンドゥたちが増えたことではびこるようになったものです。主

シュリー・チャイタンニャは本来のヴェーダ体系を復活させ、そしてみずからイスラムの家庭

に誕生したタークラ・ハリダーサをナーマーチャーリャという主の聖なる名前の栄光を布教す

る権威者としました。 

 それが主の純粋な献愛者の力です。ガンジス川の水が純粋であることはだれでも受けいれて

おり、その水で沐浴をすれば純粋になることができます。しかし主の偉大な献愛者の場合、低

い家族に生まれた人はただその献愛者を見るだけで、堕落した魂を清めることができます。な

らば、じかに交流することの結果は言うまでもありません。主シュリー・チャイタンニャ・マ

ハープラブは資格ある布教徒を全世界に送ることで穢れた世界を清めたいと考えましたが、こ

の使命を科学的に学び、最善の人道主義的活動をはじめるかどうかはインド人しだいです。現

代人の心の病は体の病気よりも深刻であり、できるだけ早く全世界に『シュリーマド・バーガ

ヴァタム』を布教することが最適かつ適切な方法です。この節のmahattamänäm abhidhäna（マ

ハッタマーナーンム アビヒダハーナ）は、偉大な献愛者の辞書、あるいは偉大な献愛者の言葉が満載さ

れた本という意味です。偉大な献愛者と主のそのような辞書とは、ヴェーダやそれに類する文

献、とくに『シュリーマド・バーガヴァタム』のことを指しています。 

 

第第第第１９１９１９１９節節節節    
    

ku-Ta" PauNaGa*R<aTaae NaaMa TaSYa 
  MahtaMaEk-aNTaParaYa<aSYa    ) 
Yaae_NaNTaXai¢->aRGavaNaNaNTaae 
  Mahd(Gau<aTvad( YaMaNaNTaMaahu" )) 19 )) 
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kutaù punar gåëato näma tasya 

mahattamaikänta-paräyaëasya 

yo 'nanta-çaktir bhagavän ananto 

mahad-guëatväd yam anantam ähuù 
    

 kutaù—言うまでもない; punaù—再び; gåëataù—唱える者; näma—聖なる名前; tasya—主の; 

mahat-tama—偉大な献愛者; ekänta—〜を除いて; paräyaëasya—〜に保護を求める者の; yaù—

〜である主; ananta—〜は無限なる方である; çaktiù—力; bhagavän—人格主神; anantaù—計り知

れない; mahat—偉大な; guëatvät—そのような特質のため yam—〜である者に; anantam—アナ

ンタ（ananta）という名前によって; ähuù—〜と呼ばれる。 
    

 ならば、無限の力を持つ無限なる方の聖なる名前を唱えている偉大な献愛者たちの指揮下に

いる人々は、言うまでもありません。無限の力と超越的な特質をそなえた人格主神は、アナン

タ（無限なる者）と呼ばれています。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 ドゥヴィジャ・バンドゥ（dvija-bandhu）、つまり高い階級に生まれたのに、知性もなく、

文化的はとは言いがたい輩は、低い階級に生まれた人が現世でブラーフマナになる考えに反論

します。シュードラの家庭、あるいはシュードラよりも低い誕生は、前世の罪な行ないのため

に起こることだから、そのような誕生ゆえに生じる不遇の期間を終えなくてはならない、と主

張します。このようなまちがった考え方に対して『シュリーマド・バーガヴァタム』は、「純

粋な献愛者に導かれて主の聖なる名前を唱える者は、低い階級に生まれたことによる不利な境

遇からすぐに解放される」と言い切っています。純粋な献愛者は、聖なる名前を冒涜すること

なく唱えます。聖なる名前の唱名には10の禁止事項があります。純粋な献愛者に導かれて唱え

れば、冒涜することなく唱えられます。冒涜しないで唱えることは超越的ですから、そのよう

に唱えれば過去の罪すべてからすぐに浄化されます。冒涜のない唱名は、聖なる名前の超越的

質を知りつくし、知っているから主に身をゆだねていることを示しています。主の聖なる名前

と主自身は、どちらも超越的で絶対的ですから同じです。聖なる名前には主と同じ力がありま

す。主はあらゆる力をそなえた人格主神であり、無数の名前を持ち、その名前は主と同じで、

同じ力をそなえています。主は『バガヴァッド・ギーター』の最後の言葉として、「完全に主

に身をゆだねた人は、その恩寵であらゆる罪から守られる」と断言しています。主の名前と主

自身は同じですから、主の聖なる名前は献愛者を罪の反動すべてから守ってくれます。主の聖
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なる名前の唱名は、まちがいなく私たちを、低い階級に生まれた不利な状況から救ってくれま

す。主の無限の力は献愛者と化身という無限の拡張体をとおして広がりつづけていますから、

主の献愛者や化身はすべて、主と同じ力をそなえています。献愛者は主の力で満たされていま

すから、低い誕生による不利な境遇のために邪魔されることなく突き進むことができます。 

 

第第第第２０２０２０２０節節節節    
    

WTaavTaal&/ NaNau SaUicTaeNa 
  Gau<aErSaaMYaaNaiTaXaaYaNaSYa    ) 
ihTveTaraNa( Pa[aQaRYaTaae iv>aUiTa‚ 
  YaRSYaax(iga]re<au& JauzTae_Na>aqPSaae" )) 20 )) 

    

etävatälaà nanu sücitena 

guëair asämyänatiçäyanasya 

hitvetarän prärthayato vibhütir 

yasyäìghri-reëuà juñate 'nabhépsoù 
    

 etävatä—これまで ; alam—不必要な ; nanu—〜するにしても ; sücitena—記述によって; 

guëaiù—特質によって; asämya—計り知れない; anati-çäyanasya—誰も優ることのできない者の; 

hitvä—わきに置いている; itarän—他の者達; prärthayataù—〜を求める者達の; vibhütiù—幸運の

女神の恩寵; yasya—〜である者; aìghri—足; reëum—埃; juñate—仕える; anabhépsoù—不本意の

者の。 
    

 主（人格主神）は無限な方であり、主と等しい者はだれもいないことがいま確かめられまし

た。ゆえに、だれも主について正しく語りつくすことはできません。偉大な半神たちでさえ、

幸運の女神に祈りをささげるだけではその恩寵を授かることはできません。女神自身が仕えて

いるのは、その奉仕を受けるつもりではない主その方なのです。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 シュルティでは「人格主神、すなわちパラメーシュヴァラ・パラブラフマンにはすることが

なにもない」と言われています。主に等しい者、匹敵する者、また主を凌ぐことができる者も

いません。主には無限の力があり、なにをするにしても、その活動は自然に、完璧に、秩序正

しく行なわれます。このように、最高人格主神はみずからの内で完璧な方であり、ブラフマー
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のような偉大な半神をも含むだれからもなにも受けとる必要はありません。ふつうの生命体は

幸運の女神の恩寵を求めており、女神はそのような祈りを捧げられても恩寵を授けることをた

めらっています。しかしそのような女神が最高人格主神に奉仕をしているのです――主は受け

とるつもりはないのに。ガルボーダカシャーイー・ヴィシュヌの姿にいる人格主神は、主に永

遠に仕えている幸運の女神の胎内ではなく、自分の臍から延びている蓮華の茎のうえでブラフ

マーを作りました。これらが、主がそなえる無欠の独立性と完璧さの例です。主にはすること

がない、からといって、主に姿がないわけではありません。主には人智を絶する力が超越的に

あふれ、主はただ望むだけで、特に自分でなにかをしたり努力したりしなくてもすべては行な

われます。ですから、主はヨーゲーシュヴァラ、すべての神秘的力の主人、と呼ばれています。 

 

第第第第２１２１２１２１節節節節    
    

AQaaiPa YaTPaadNa%avSa*í& 
  JaGaiÜirÄaePaôTaahR<aaM>a"   ) 
SaeXa& PauNaaTYaNYaTaMaae Mauku-NdaTa( 
  k-ae NaaMa l/aeke- >aGavTPadaQaR" )) 21 )) 

    

athäpi yat-päda-nakhävasåñöaà 

jagad viriïcopahåtärhaëämbhaù 

seçaà punäty anyatamo mukundät 

ko näma loke bhagavat-padärthaù 
    

 atha—ゆえに; api—確かに; yat—〜である者の; päda-nakha—足の爪; avasåñöam—発している; 

jagat—全宇宙; viriïca—ブラフマジー; upahåta—集めた; arhaëa—崇拝する; ambhaù—水; sa—〜

と共に; éçam—主シヴァ; punäti—浄化する; anyatamaù—ほかの誰か; mukundät—人格主神シュ

リー・クリシュナのほかに; kaù—誰; näma—名前; loke—世界の中で; bhagavat—至高主; pada—

立場; arthaù—〜の価値がある。 
    

 人格主神シュリー・クリシュナ以外に、至高主の名にふさわしい者がいるでしょうか。ブラ

フマジーは主の御足の爪から流れ出している水を集め、心をこめて主シヴァに与えて歓迎しま

した。この水（ガンジス川）は全宇宙を、主シヴァを含め、清めることができるのです。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 無知な人々はヴェーダ経典が多くの神々について教えていると考えていますが、それはまち

がっています。主は唯一無二の方ですが、みずからを無数の姿に分身させました。そのことも

ヴェーダが確証しています。主の拡張体に限りはありませんが、生命体もそのなかに含まれて

います。生命体は主の完全拡張体ほどの力はなく、そのため拡張体には２種類あります。主ブ

ラフマーは生命体の一人で、いっぽう主シヴァは主と生命体の中間にいます。言いかえると、

主ブラフマーや主シヴァほどの主要な半神でも、主ヴィシュヌ・最高人格主神とは等しくもな

れないし、また凌ぐこともできないということです。幸運の女神ラクシュミー、ブラフマーや

シヴァなど強力な半神はヴィシュヌあるいは主クリシュナを崇拝しています。ですからほかの

だれが、真に最高人格主神と呼ばれるほど、ムクンダ（主クリシュナ）に匹敵する力を持って

いるでしょうか。ラクシュミジー、主ブラフマー、主シヴァも独立して力を持っているわけで

はありません。至高主の拡張体としての力を持っているのであり、私たちふつうの生命体のよ

うに、かれらも主に超越的な愛情奉仕をしています。崇拝できる主の献愛者にの流れには４種

類あり、そのなかでブラフマ・サンプラダーヤ、ルドラ・サンプラダーヤ、シュリー・サンプ

ラダーヤが主要で、それぞれ主ブラフマー、主シヴァ、幸運の女神ラクシュミーから直接伝わ

っています。ほかに、サナトゥ・クマーラから伝わるクマーラ・サンプラダーヤがあります。

この４種類の根源のサンプラダーヤに従う人たちはすべて、現代にいたるまで主への超越的な

奉仕を綿密に行なっており、だれもが異口同音に、主クリシュナすなわちムクンダこそが最高

人格主神であり、主と等しかったり凌いだりする者はほかにいない、と宣言しています。 

 

第第第第２２２２２２２２節節節節    
    

Ya}aaNaur¢-a" SahSaEv Daqra 
  VYaPaaeù dehaidzu Sa(r)MaU!Ma( ) 
v]JaiNTa TaTPaarMah&SYaMaNTYa& 
  YaiSMaàih&SaaePaXaMa" SvDaMaR" )) 22 )) 

    

yatränuraktäù sahasaiva dhérä 

vyapohya dehädiñu saìgam üòham 

vrajanti tat pärama-haàsyam antyaà 

yasminn ahiàsopaçamaù sva-dharmaù 
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 yatra—〜である者に; anuraktäù—堅く執着して; sahasä—突然; eva—確かに; dhéräù—自己抑

制した ; vyapohya—〜を捨てて ; deha—濃密な肉体と希薄な心; ädiñu—〜に関連している; 

saìgam—執着; üòham—〜を受けいれて; vrajanti—離れていく; tat—それ; pärama-haàsyam—最

高完成の境地; antyam—そしてそれを超えて; yasmin—〜である物事の中に; ahiàsä—非暴力; 

upaçamaù—そして放棄心; sva-dharmaù—結果としての本務。 
    

 至高主・主クリシュナに心が没頭している自己抑制の人物は、濃密な体や希薄な心を含む物

質的な執着の世界をすぐにでも捨てることができ、そして非暴力と放棄心に到達できる放棄階

級の生活という最高完成を求めて立ち去ることができます。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 自己を抑制する人だけが最高人格主神に徐々に執着できるようになっていきます。自己を抑

制するとは、必要以上に感覚の楽しみにかかわらないことを指します。抑制できない人は感覚

の楽しみにふけっています。無味乾燥な推論も、裏をかえせば、心による希薄な形での感覚の

楽しみです。感覚の楽しみは私たちを暗闇の道につれていきます。自己を抑制する人は、物質

存在での条件づけられた生活から解放への道をつきすすむことができます。ですからヴェーダ

は、暗闇の道ではなく、光の道、すなわち解放の道をつきすすんでいなくてはならない、と教

えています。自己を抑制する、とは、むりに感覚を物質的な楽しみから逸らすのではなく、純

粋な感覚を超越的な奉仕に使うことに専念するという意味です。感覚はむりやり抑えることは

できませんが、しかるべき対象に向けることはできます。ですから浄化された感覚はいつでも

主への超越的な奉仕に使われるものです。感覚を正しく使うこの完璧な境地がバクティ・ヨー

ガです。ですから、バクティ・ヨーガに専念している人がほんとうに自己を抑制しているので

あり、主への奉仕のために、家庭や肉体への執着をすぐにでも捨てることができます。これが

パラマハンサの境地です。ハンサ（haàsa）「白鳥」は、牛乳と水が混ざっていても牛乳だけ

を飲むことができます。同じように、マーヤーへの奉仕ではなく主への奉仕をする人物をパラ

マハンサといいます。かれらは、奢りや虚栄心のない心、非暴力、忍耐心、純朴な心、尊ぶ気

持ち、崇拝、献身、誠実さなど、優れた気質にごく自然にそなえています。このような高貴な

質はすべて、主の献愛者のうちにおのずとそなわっているものです。主への奉仕にすっかり専

心しているパラマハンサは、めったにはいません――解放された魂のなかにでさえも。ほんと

うの非暴力とは、だれをもそねむ気持ちがないことをいいます。物質界では、だれもが隣人を

妬んでいます。しかし完璧なパラマハンサは、主への奉仕にすべてをゆだねているので、人を

そねむ気持ちはみじんもありません。すべての人を至高主と結びつけて愛しているのです。ま
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た真の放棄心とは、神にすっかり身をゆだねることを指します。どの生物もほかの生物に頼っ

ています。そのように作られているのです。じっさい、だれもが至高主の慈悲のおかげで生き

ていられるのですが、主との絆を忘れてしまうと、物質自然界の条件に頼るようになります。

放棄とは、物質自然界の条件に頼らず、主の慈悲だけにすがることを指します。真の独立とは、

物質界の条件に頼るのではなく、主が必ず救ってくれると確信することです。これがパラマハ

ンサの境地であり、至高主への献愛奉仕であるバクティ・ヨーガにおける最高完成の境地です。 

 

第第第第２３２３２３２３節節節節    
    

Ah& ih Pa*íae_YaRMa<aae >aviÙ‚ 
  rac+a  AaTMaavGaMaae_}a YaavaNa( ) 
Na>a" PaTaNTYaaTMaSaMa& PaTaiT}a<a‚ 
  STaQaa SaMa& ivZ<auGaiTa& ivPaiêTa" )) 23 )) 

    

ahaà hi påñöo 'ryamaëo bhavadbhir 

äcakña ätmävagamo 'tra yävän 

nabhaù patanty ätma-samaà patattriëas 

tathä samaà viñëu-gatià vipaçcitaù 
    

 aham—慎ましき私; hi—確かに; påñöaù—皆さんに質問された; aryamaëaù—太陽のように力強

い; bhavadbhiù—皆さんによって; äcakñe—説明する; ätma-avagamaù—私の知識の及ぶ限り; 

atra—ここで; yävän—〜に関する限り; nabhaù—空; patanti—飛ぶ; ätma-samam—それができる

限り; patattriëaù—鳥; tathä—こうして ; samam—同様に ; viñëu-gatim—ヴィシュヌの知識; 

vipaçcitaù—博識ではあっても。 
    

 さて、リシたちよ。太陽のように力強く、そして純粋な心をそなえたみなさんに、私の知識

のおよぶかぎり、ヴィシュヌの超越的な娯楽について話したいと思う。鳥たちが力のおよぶか

ぎり空を飛びつづけるように、博識な献愛者たちは悟りの程度に応じて、主について説明する

のである。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 至高絶対真理者は無限な方です。かぎられた能力しかない生命体には、無限なる方を知りつ

くすことなどとうていできるものではありません。主は非人格的でもあり、人格的でもあり、



 28 

また局所的でもあります。姿のない様相としては遍在するブラフマン、局所的様相としては全

生命体の心臓のうちに住む方、人格としての窮極の様相では、主の幸運な交流者である純粋な

献愛者の超越的な愛情奉仕の対象者です。さまざまな様相をとおしてくりひろげられる主の崇

高な娯楽は、偉大で博識な献愛者によって部分的に悟られるにすぎません。ですから、シュリ

ーラ・スータ・ゴースヴァーミーは、主の娯楽について自分が知っているだけを語るという正

しい姿勢をしめしています。じっさい、主自身について語れるのは主しかいませんし、主の博

識な献愛者は、説明する力を主から授かってこそ、説明することができるのです。 

 

第第第第２４−２５２４−２５２４−２５２４−２５節節節節    
    

Wk-da  DaNauåÛMYa  ivcrNa(  Ma*GaYaa& vNae ) 
Ma*GaaNaNauGaTa" é[aNTa" +auiDaTaSTa*izTaae >a*XaMa( )) 24 )) 
Jal/aXaYaMac+aa<a"   Pa[ivveXa   TaMaaé[MaMa( ) 
ddXaR MauiNaMaaSaqNa&  XaaNTa& Maqil/Tal/aecNaMa( )) 25 )) 

    

ekadä dhanur udyamya 

vicaran mågayäà vane 

mågän anugataù çräntaù 

kñudhitas tåñito bhåçam 
    

jaläçayam acakñäëaù 

praviveça tam äçramam 

dadarça munim äsénaà 

çäntaà mélita-locanam 
    

 ekadä—昔; dhanuù—弓矢; udyamya—しっかりと握り; vicaran—追っている; mågayäm—狩り

の旅; vane—森で; mågän—鹿; anugataù—追っている間; çräntaù—疲れた; kñudhitaù—空腹を覚

えて; tåñitaù—喉が渇いて; bhåçam—極度に; jala-äçayam—水のある場所; acakñäëaù—〜を探し

ている間 ; praviveça—〜に⼊った ; tam—その有名な ; äçramam—シャミーカ・リシの庵 ; 

dadarça—見た; munim—その聖者; äsénam—座って; çäntam—完全な沈黙の; mélita—閉じて; 

locanam—目。 
    

 むかしあるとき、マハーラージャ・パリークシットは弓矢を手に森へ狩りに出かけ、鹿を追
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っているときにはげしい疲れ、飢え、喉の渇きに襲われた。水を求めて歩き、やがて名高いシ

ャミーカ・リシの庵を見つけてなかに⼊ったが、リシは目を閉じて静かに座っていた。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 至高主は献愛者にとても優しく、しかるべくときにその献愛者を自分のもとに呼びよせ、そ

うしてそのかれにとって吉兆な状況を作ります。マハーラージャ・パリークシットは純粋な献

愛者でしたから、どうしようもなく疲れたり、飢えたり、喉がかわいたりするようなことはあ

りません。体の要求に心乱されることはないのですから。しかし主が望みさえすれば、見た目

には疲れたり喉がかわいたりしているようになり、献愛者が俗な活動を放棄する都合のいい状

況を作りだします。神のもとに帰るには世間への執着をすべて捨てなくてはなりませんから、

献愛者があまりにも世俗的なことに夢中になっていると、無関心を起こさせる状況を主が作り

ます。至高主は純粋な献愛者をぜったいに忘れません。はためには俗なことをしている献愛者

だったとしてもです。ときに、主は苦しい状態を作りだすことがあり、そのために献愛者は俗

なことを放棄しなくてはならなくなります。献愛者は主の合図をとおして気づきますが、献愛

者ではない人は、じつに面倒で挫折感をいだかせる状況になってしまった、と考えます。マハ

ーラージャ・パリークシットは主シュリー・クリシュナの考えで、『シュリーマド・バーガヴ

ァタム』を世にしめす媒体者になる定めにありましたし、それは祖父のアルジュナが『バガヴ

ァッド・ギーター』の媒体者となった状況と同じです。かりにアルジュナが主の意志で家族へ

の愛着という幻想を捨てなかったら、聞く定めにあった人々に向けて主が『バガヴァッド・ギ

ーター』を語ることはなかったことでしょう。同じように、マハーラージャ・パリークシット

が疲れ、空腹になり、喉が乾かなかったとしたら、『シュリーマド・バーガヴァタム』も、シ

ュリーラ・シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーというこの経典の主要な権威者によって語られ

なかったはずです。ですからこれは、すべての関係者たちの恩恵のために『シュリーマド・バ

ーガヴァタム』語られる前ぶれだったのです。そのため、この前ぶれは「昔あるとき」という

言葉で始まりました。 

 

第第第第２６２６２６２６節節節節    
    

Pa[iTaåÖeiNd]YaPa[a<aMaNaaebuiÖMauPaarTaMa(   ) 
SQaaNa}aYaaTPar& Pa[aá& b]ø>aUTaMaivi§-YaMa( )) 26 )) 
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pratiruddhendriya-präëa- 

mano-buddhim upäratam 

sthäna-trayät paraà präptaà 

brahma-bhütam avikriyam 
    

 pratiruddha—抑制されて; indriya—感覚器官; präëa—呼吸の空気; manaù—その心; buddhim—

知性; upäratam—無活動; sthäna—場所; trayät—３つの要素から; param—超越的; präptam—到達

して; brahma-bhütam—至高絶対者と質的に等しい; avikriyam—影響を受けていない。 
    

 ムニの感覚器官、呼吸、心、知性はすべて物質的な活動から切りはなされ、至高の絶対者と

質的にひとしい超越的な境地に到達し、３つの段階（目覚めた状態、夢、無意識）を超えた法

悦境にいた。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 王が⼊った庵にいたムニは、ヨーガの法悦境にいたかのように見えました。その超越的な境

地は、３つの方法、すなわち超越性に関する理論的知識であるギャーナ、肉体の生理的・心理

的機能を操作することによる法悦教という真の悟りであるヨーガの方法、そして感覚を主への

献愛奉仕に使う方法であるもっとも認められたバクティ・ヨーガです。『バガヴァッド・ギー

ター』からも、意識を物質から生命体に徐々に高めていく情報を得ることができます。物質的

な心や体は、生命体・魂から作りだされますが、物質の３つの質に影響されている私たちは自

分の正体を忘れてしまっています。ギャーナは、魂の真実性について理論的に推測する方法で

す。しかしバクティ・ヨーガは精神魂を活動に向けます。物体に対する知覚は、さらに希薄な

感覚に高められます。感覚はさらに希薄な心に高められ、そして呼吸活動はやがて知性に高め

られていきます。知性を超えた存在、すなわち精神魂は、ヨーガ法という機械的な活動によっ

て、あるいは感覚を抑制する瞑想の修練によって、呼吸を制御し、知性を超越的な境地に高め

ることに適応させて悟ることができます。この法悦境に⼊れば、体の物質的活動は止まります。

王は、その境地にいるムニを見たのでした。さらに、ムニを次のように見つめていました。 

 

第第第第２７２７２７２７節節節節    
    

ivPa[k-I<aRJa$=aC^à& raErve<aaiJaNaeNa c ) 
ivéuZYataalu/ådk&-   TaQaa>aUTaMaYaacTa )) 27 )) 
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viprakérëa-jaöäcchannaà 

rauraveëäjinena ca 

viçuñyat-tälur udakaà 

tathä-bhütam ayäcata 
    

 viprakérëa—全身にちらばって ; jaöa-äcchannam—圧縮された⻑い髪 ; rauraveëa—鹿皮で; 

ajinena—皮によって; ca—もまた; viçuñyat—渇いて; täluù—口内; udakam—水; tathä-bhütam—

その状態で; ayäcata—〜を求めた。 
    

 深い瞑想のなかにあったその聖者は、鹿皮の衣服をまとい、⻑く、そして固まった⻑髪が全

身にからみついていた。喉が渇ききっていた王は、水を乞うた。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 喉が渇いていた王は水を求めました。これほどの偉大な献愛者が、法悦境にあった聖者に水

を求めたのですから、背後に神の意志が働いていたことにまちがいはありません。そうでなけ

れば、これほど希有なことが起こるわけがないのです。マハーラージャ・パリークシットはこ

うして苦境におちいりました。『シュリーマド・バーガヴァタム』が世にしめされるように。 

 

第第第第２８２８２８２８節節節節    
    

Al/BDaTa*<a>aUMYaaidrSaMPa[aáagYaRSaUNa*Ta"  ) 
AvjaTaiMavaTMaaNa& MaNYaMaaNaêuk-aePa h )) 28 )) 

    

alabdha-tåëa-bhümy-ädir 

asampräptärghya-sünåtaù 

avajïätam ivätmänaà 

manyamänaç cukopa ha 
    

 alabdha—迎えられなかった; tåëa—ワラの席; bhümi—場所; ädiù—など; asampräpta—適切に

迎えられなかった; arghya—接待のための水; sünåtaù—やさしい言葉; avajïätam—そのように無

視されて ; iva—そのように ; ätmänam—個人的に ; manyamänaù—そのように考えている; 

cukopa—怒った; ha—そのように。 
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 王は、座る場所、水、歓迎のあいさつなど、作法にのっとったもてなしを受けなかったため、

自分は無視されたと感じ、怒りをあらわにした。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 ヴェーダ法典が示す歓迎の作法では、たとえ訪ねてきた相手が敵だとしても丁重にもてなさ

なくてはならない、とされています。敵として訪ねてきたことさえ相手に気づかれないよう迎

えるのです。主クリシュナはアルジュナとビーマをつれて、マガダ国のジャラーサンダを敵と

して訪ねましたが、ジャラーサンダ王から壮麗な接待を受けました。客人でもある敵、つまり

ビーマはジャラーサンダと戦うことになっていたのですが、それでも丁重な歓迎を受けたので

す。夜になれば、友人と客人として座り、昼になれば命をかけて激しく戦いました。それが接

待の決まりです。接待の決まりとして、客人が来てもなにも出せないほど貧しい人は、質素で

あっても座る場所を勧め、水一杯を出して、よくおいでくださいました、などとやさしい言葉

をかけなくてはなりません。ですから、客人を迎えることは、それが友人であろうと敵であろ

うと、たいせつなのはお金ではなく、心のこもったもてなしなのです。 

 マハーラージャ・パリークシットはシャミーカ・リシの庵の扉をあけて⼊りましたが、リシ

からたいそうな歓待を期待していたわけではありません。聖者やリシはふつう物質的に裕福で

はなかったからです。しかしさすがに、質素な座も、一杯の水も、歓迎の言葉もないとは思っ

ていませんでした。ありきたりの客人ではないし、リシの敵でもありませんでしたから、リシ

から冷淡に迎えられたことに、王はたいへんおどろきました。じっさい、一杯の水がなにより

も欲しかったのですから、王には怒る権利があったのです。これほどのゆゆしい状況に置かれ

れば王が怒るのもうなずけるのですが、偉大な聖者以上の人物でもあったのですから、激怒し、

行動を起こしたことにはおどろかされます。ですから、これは主の至高の意志によって定めら

れていたのだ、と考えてしかるべきところです。しかし主の意志があったからこそ、この状況

をとおして、王が家族との関係や政界から離れ、やがて主クリシュナの蓮華の御足にすっかり

身をゆだねる機会が作りだされたのでした。心やさしい主は、純粋な献愛者たちを物質存在の

只中から自分のもとに引き寄せるために、このような苦境を作ったりします。しかし献愛者は

どうしても挫折感を味わうものです。主の献愛者はいつでも主に守られており、どのような状

況に置かれても、それが失敗であろうと成功であろうと、主が献愛者にとって最高の案内人で

あることにかわりありません。ですから献愛者は、失意のどん底におちいっても、それが主か

らの祝福だと受けとるのです。 
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第第第第２９２９２９２９節節節節    
    

A>aUTaPaUvR"  SahSaa  +auta*@(>YaaMaidRTaaTMaNa" ) 
b]aø<a& Pa[TYa>aUd(b]øNa( MaTSarae MaNYaurev c )) 29 )) 

    

abhüta-pürvaù sahasä 

kñut-tåòbhyäm arditätmanaù 

brähmaëaà praty abhüd brahman 

matsaro manyur eva ca 
    

 abhüta-pürvaù—前例のない; sahasä—状況に応じて; kñut—飢え; tåòbhyäm—そして渇きによ

って; ardita—苦しめられて; ätmanaù—彼自身の; brähmaëam—ブラーフマナに; prati—〜に対

して; abhüt—〜になった; brahman—ブラーフマナ達よ; matsaraù—嫉妬する; manyuù—怒る; 

eva—そのように; ca—そして。 
    

 ブラーフマナたちよ。ブラーフマナの聖者に向けられたその怒りと嫌悪心は、飢えと渇きと

いう苦境におとしいれるためだったため、王にはそれまで体験したこともない事態だった。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 マハーラージャ・パリークシットほどの王にとって、怒ったり嫌悪したりするのは、とりわ

け相手が聖者やブラーフマナとあれば、それまで経験したことはなかったはずです。パリーク

シット王は、ブラーフマナ、聖者、子ども、女性、老人は、なにがあっても処罰の対象にはな

らないことをよく知っていました。さらに王たるもの、たとえ大きなまちがいをおかしても、

悪事を働いたことにはなりません。しかしこの場合、マハーラージャ・パリークシットは、自

分の飢えと渇きのために、そして主の意志が働いていたこともあって、聖者に怒りと嫌悪心を

感じています。王には、自分を冷淡に迎えたり無視したりする市⺠を処罰する権利があります

が、その相手が聖者やブラーフマナだったのですから、体験したこともありませんでした。主

はだれをも嫌悪することのない方ですから、主の献愛者も、だれをも嫌悪することはありませ

ん。マハーラージャ・パリークシットがとった態度の唯一の理由は、主が計画したことだった

からです。 
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第第第第３０３０３０３０節節節節    
    

Sa   Tau   b]ø‰zer&Sae  GaTaaSauMaurGa&  åza ) 
iviNaGaRC^NDaNauZk-ae$ya iNaDaaYa PaurMaaGaTa" )) 30 )) 

    

sa tu brahma-åñer aàse 

gatäsum uragaà ruñä 

vinirgacchan dhanuñ-koöyä 

nidhäya puram ägataù 
    

 saù—王; tu—しかしながら; brahma-åñeù—ブラーフマナ聖者の; aàse—肩に; gata-asum—死ん

でいる; uragam—蛇; ruñä—怒って; vinirgacchan—去りながら; dhanuù-koöyä—弓の先端で; 

nidhäya—それを置くことで; puram—宮殿; ägataù—戻った。 
    

 王は侮辱されたことに腹をたて、その場を離れるとき、死んだ蛇を弓で拾いあげて聖者の肩

にかけた。そして宮殿にもどっていった。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

 王は聖者にしっぺがえしをしたのです。そんな愚かなことなどしたことがなかったのに。主

の意志ゆえに、王は庵を出ていくときに死んだ蛇を見つけ、自分を冷たくあしらったこの聖者

に死んだ蛇の首飾りをかけ、おまえも冷たい仕打ちをうけるのだ、と考えたのでした。凡人な

らあたりまえにすることでしょうが、マハーラージャ・パリークシットのブラーフマナ聖者に

対するこのような仕返しは、もちろん初めてことです。主の意志が背後で働いていたからこそ、

このような事態になったのです。 

 

第第第第３１３１３１３１節節節節    
    

Wz   ik&-  iNa>a*TaaXaezk-r<aae  Maqil/Tae+a<a" ) 
Ma*zaSaMaaiDarahaeiSviTk&- Nau SYaaT+a}abNDaui>a" )) 31 )) 

    

eña kià nibhåtäçeña- 

karaëo mélitekñaëaù 

måñä-samädhir ähosvit 

kià nu syät kñatra-bandhubhiù 



 35 

 eñaù—これ; kim—〜かどうか; nibhåta-açeña—瞑想の雰囲気; karaëaù—感覚; mélita—閉じて; 

ékñaëaù—目; måñä—偽の; samädhiù—法悦境; äho—留まる; svit—もしそうであれば; kim—どち

らか; nu—しかし; syät—おそらく; kñatra-bandhubhiù—身分の低いクシャトリヤによって。 
    

 王は、宮殿にもどる道すがら、きょうのできごとに思いめぐらしていた。はたしてあの聖者

は、目を閉じて感覚を集中させ、ほんとうに深い瞑想に⼊っていたのだろうか、もしや、自分

より身分の低いクシャトリヤである私を迎えるのを避けようと、法悦境に⼊っているふりをし

ていたのではないだろうか、と。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 パリークシット王は主の献愛者でしたから、自分があのような行為におよんだことに納得が

いかず、聖者がほんとうにトランス状態にあったのかどうか、あるいは、国王という自分より

も身分の低いクシャトリヤを迎えたくなかったものだから、そのふりをしていたのではないか、

と考えました。心優しい人が悪いことをすると、すぐにその心に後悔の念がわきおこります。

シュリーラ・ヴィシュヴァナータ・チャクラヴァルティー・タークラとシュリーラ・ジーヴァ・

ゴースヴァーミーは、パリークシット王の行為は過去の過ちがもたらしたものとは思っていま

せん。かれをふるさとへ、神のもとに呼びもどすためのはからいだったのですから。 

 シュリーラ・ヴィシュヴァナータ・チャクラヴァルティーは、これこそ主の意志でたてられ

た計画であり、その意志ゆえに、失望の状況が整えられたと解釈しています。見た目にはまち

がったことをした王が、カリに影響された未経験のブラーフマナの少年に呪われ、こうして暖

かい家庭から永遠に去っていく計画だったのです。かれのシュリーラ・シュカデーヴァ・ゴー

スヴァーミーとの関係が、主の書物としての化身でもある偉大なる『シュリーマド・バーガヴ

ァタム』の出現を可能にしました。主の書物としてのこの化身が、ヴラジャブーミの崇高な牛

飼いの乙女たちとのラーサ・リーラという超越的な娯楽に私たちを惹きつけてくれる情報を提

供してくれます。主が繰りひろげたこの神々しい娯楽には特別の重要性があります。なぜなら、

主のこの娯楽を正しく学んだ人は俗な性欲をきっぱりと捨て、主への崇高な献愛奉仕の道を進

んでいくからです。純粋な献愛者が失意の底に落とされるのは、さらに高い超越的な境地に高

められることでもあります。従兄弟たちの奸策をとおしてアルジュナとパーンダヴァ兄弟を失

望させ、クルクシェートラの戦いのきっかけを作ったのはほかならぬ主です。『バガヴァッド・

ギーター』という主の音の権化を化身させるためだったのです。同じように、パリークシット

王がこのようなきびしい状況におちいるという舞台が作られたことで、『シュリーマド・バー

ガヴァタム』という化身が主の意志によって示されたのでした。飢えと渇きに苦しめられたの
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は見かけにすぎません。王はそれよりはるかにつらい思いを、⺟親の胎内で耐えています。ア

シュヴァッターマーが放ったブラフマーストラの灼熱の光に少しも乱されなかったのです。し

かしこの苦境は、確かに王にとっては初めてのことでした。マハーラージャ・パリークシット

ほどの献愛者は、そのような苦しみに耐える力をそなえていますし、主の意志ゆえに、決して

乱されることはありません。ですからこの一連のできごとは、主によって膳立てされた計画だ

ったのです。 

 

第第第第３２３２３２３２節節節節    
    

TaSYa Pau}aae_iTaTaeJaSvq ivhrNa( bal/k-ae_>aRkE-" ) 
rajaga&  Pa[aiPaTa&  TaaTa&  é[uTva  Ta}aedMab]vqTa( )) 32 )) 

    

tasya putro 'titejasvé 

viharan bälako 'rbhakaiù 

räjïäghaà präpitaà tätaà 

çrutvä tatredam abravét 
    

 tasya—彼の（聖者の）; putraù—息子; ati—極度に; tejasvé—力強い; viharan—遊んでいる間; 

bälakaù—少年達と; arbhakaiù—幼稚な者たちばかりの; räjïä—王によって; agham—苦しみ; 

präpitam—持たせた; tätam—父親; çrutvä—聞くことで; tatra—すぐに; idam—これ; abravét—話

した。 
    

 その聖者には一人の息子がおり、ブラーフマナの子ゆえの驚異的な力をそなえていた。そし

て、未熟なほかの子どもたちと遊んでいたとき、自分の父が王によって引きおこされた問題で

苦しんでいることを聞き知った。そしてすぐさま、次のように語った。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 マハーラージャ・パリークシットが巧みに国を統治していたからこそ、幼い少年たちと遊ん

でいる未熟な少年でさえ、資格あるブラーフマナに匹敵するほどの力をそなえることができま

した。その少年の名をシュリンギ（Çåìgi）といい、その若さでも、ブラーフマナほどの力を

そなえらえるようブラフマチャリャのときから父親から優れた訓練を受けることができました。

しかしカリ時代は、４つの生活階級という文化的財産を腐敗させる機会をねらっていたため、

この未熟な少年は、カリ時代がヴェーダ文化的世界に⼊る機会を与えてしまったのです。低い
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生活階級を嫌う心は、カリに影響されたこのブラーフマナの少年から始まり、こうして文化的

生活は日ごとに衰弱していきました。ブラーフマナによる不正行為で最初に犠牲になったのが

マハーラージャ・パリークシットであり、こうして、カリの攻撃に対抗する王の保護の力は弱

体化していったのです。 

 

第第第第３３３３３３３３節節節節    
    

Ahae  ADaMaR" Paal/aNaa& Paqvna& bil/>auJaaiMav ) 
SvaiMaNYaga& Yad( daSaaNaa& ÜarPaaNaa& éuNaaiMav )) 33 )) 

    

aho adharmaù pälänäà 

pévnäà bali-bhujäm iva 

sväminy aghaà yad däsänäà 

dvära-pänäà çunäm iva 
    

 aho— 〜 を 見 よ ; adharmaù— 無 宗 教 ; pälänäm— 支 配 者 達 の ; pévnäm— 育 て ら れ た 者 ; 

bali-bhujäm—カラスのように; iva—〜のように; svämini—主人に向かって; agham—罪; yat—〜

であるもの; däsänäm—召使いの; dvära-pänäm—扉を見つづけている; çunäm—犬の; iva—〜の

ように。 
    

 （ブラーフマナの子、シュリンギが言った）「国を治めるあの男がしでかした罪を、よく見

るがいい。カラスか、あるいは扉のまえに立っている番犬のように、国を治める下僕の決まり

に反し、自分たちの主人にはむかう罪を犯したのだ」 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 ブラーフマナは社会という体の頭部あるいは頭脳、クシャトリヤは腕と考えられています。

腕は、体が傷つけられないよう守る役目がありますが、その腕は、頭部と頭脳の指示に従って

動かなくてはなりません。それが、至高の命令が定めたあり方です。『バガヴァッド・ギータ

ー』でも、４つの社会体制・階級、すなわちブラーフマナ、クシャトリヤ、ヴァイシャ、シュ

ードラは、各人の気質と仕事に応じて定められている、と確証されているからです。ブラーフ

マナの子どもに生まれれば、すぐれた質をそなえた父親に導かれてブラーフマナになれるチャ

ンスが用意されており、それはまた、医者の子どもがやはりすぐれた医者の父に導かれて充分

に質をそなえた医者になる機会に恵まれているのと同じです。このように、カースト体制はき
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わめて科学的に作られているのです。子どもは父親の気質を受け継がなくてはなりませんし、

そうすれば、別の職務ではなく、ブラーフマナや医者になることができます。資質がともなわ

なければブラーフマナにも医者にもなれないのは、すべての経典や社会階級が定めるとおりで

す。ここに登場するシュリンギは、偉大なブラーフマナのすぐれた息子として、誕生と訓練を

とおしてブラーフマナの力を得ることができたのですが、正しい教養を身につけておらず、未

熟な少年にすぎませんでした。カリに影響されたこのブラーフマナの息子はブラーフマナの力

のために思いあがり、マハーラージャ・パリークシットをカラスや番犬と比べるというまちが

いを犯してしまいました。確かに、保護と防御のために国境に目を光らせているのですから、

ある意味では、王を番犬と呼ぶことはできましょう。しかし、かれを番犬呼ばわりするのは、

やはりじっさいに正しい訓練を受けていない少年の証拠と言えます。このようにして、ブラー

フマナの力は、かれらが正しい訓練を受けずに生得権だけを重視するようになって転落しはじ

めたのです。ブラーフマナ階級の転落は、カリ時代から始まっています。そして、ブラーフマ

ナは社会階級の頭部にあたりますから、その部分が劣化したことで、社会のほかの階級も質が

落ちていきました。ブラーフマナ文化のこの劣化の始まりは、これからはっきりしていくよう

に、シュリンギの父によって大いに悔やまれることになります。 

 

第第第第３４３４３４３４節節節節    
    

b]aø<aE"   +a}abNDauihR   Ga*hPaal/ae  iNaæiPaTa" ) 
Sa k-Qa& Tad(Ga*he Üa"SQa" Sa>aa<@& >aae¢u-MahRiTa )) 34 )) 

    

brähmaëaiù kñatra-bandhur hi 

gåha-pälo nirüpitaù 

sa kathaà tad-gåhe dväù-sthaù 

sabhäëòaà bhoktum arhati 
    

 brähmaëaiù—ブラーフマナ階級によって; kñatra-bandhuù—クシャトリヤの子供達; hi—確か

に; gåha-pälaù—番犬; nirüpitaù—呼ばれて; saù—彼; katham—どのような理由で; tat-gåhe—彼

（主人）の家の中で; dväù-sthaù—⼊り口に置いている; sa-bhäëòam—同じ容器で; bhoktum—食

べること; arhati—〜にふさわしい。 
    

 王族の子孫など、番犬と呼ばれるにしかるべきもの。そして⼊り口に座らせておくべきもの

だ。そのような犬が、どういう了見で家のなかにはいりこみ、主人と同じ容器で食事をしたい

などと言えるのか。 
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要旨要旨要旨要旨解説解説解説解説 

    

 未熟なこの少年は、王が父に水を乞うたことも、そして父が答えなかったことをも知ってい

たはずです。そして無教養の少年らしい生意気な態度で、父が冷たく客人をあしらったことを

正しかったものと弁明しています。王が丁重に迎えられなかったことを気の毒とはさらさら思

っていません。それどころか、カリ・ユガのブラーフマナにありがちのまちがった言い分で正

当化しようとしています。王を番犬と比べ、王がブラーフマナの家にあがりこみ、同じ容器で

水を乞うなどもってのほか、というわけです。さらに、犬は主人に養われているとしても、だ

からといって主人と同じ容器で食べたり飲んだりできるわけがない、と言っています。このよ

うなまちがった名声の思いこそが、完璧な社会階級が衰退してしまう元凶であり、この節から

わかるように、それはブラーフマナの未熟な子どもに端を発しています。犬は部屋や家庭に⼊

ることは許されないように、シュリンギの言い分では、王はシャミーカ・リシの家に⼊る権利

はありませんでした。そして、まちがっていたのは自分の父ではなく王のほうだと言い、こう

して無言でいた父の立場を正当化しています。 

 

第第第第３５３５３５３５節節節節    
    

k*-Z<ae GaTae >aGaviTa XaaSTaYauRTPaQaGaaiMaNaaMa( ) 
TaiÙàSaeTaUNaÛah&  XaaiSMa PaXYaTa Mae bl/Ma( )) 35 )) 

    

kåñëe gate bhagavati 

çästary utpatha-gäminäm 

tad bhinna-setün adyähaà 

çäsmi paçyata me balam 
    

 kåñëe—主クリシュナ; gate—この世界から離れて; bhagavati—人格主神; çästari—至上の統治

者; utpatha-gäminäm—成り上がり者の; tat bhinna—離れたことで; setün—保護者; adya—今日; 

aham—私自身; çäsmi—処罰しよう; paçyata—見よ; me—my; balam—力。 
    

 万⺠の至上の統治者、またわれわれを守る方である主シュリー・クリシュナ、人格主神がこ

の世界から去っていったあと、このような成り上がり者たちがのさばるようになった。だから

いまこそ、私がその問題をひきつぎ、かれらを処罰してみせよう。私の力をよく見るのだ。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 たいしたブラーフマナ・テージャもないのに慢心している未熟なブラーフマナは、カリ・ユ

ガの魔力にあやつられます。先に説明されたように、マハーラージャ・パリークシットはカリ

に４つの場所に住む許可を与えましたが、巧みに政治を行なっていたため、カリは、割り与え

られた場所をほとんど見つけることができませんでした。そのため自分の権威をなんとか確立

させようとその機会をうかがっていたのですが、主の恩寵もあって、この思いあがった、しか

も未熟なブラーフマナの子供を見つけました。この小さなブラーフマナは、自分の破壊する力

を見せびらかすつもりでしたが、マハーラージャ・パリークシットのような偉大な国王を処罰

するという厚かましい行動に出ました。主が地球を去っていったあと、そのあとに自分が収ま

るつもりだったのです。これらが、カリ時代に影響され、シュリー・クリシュナの代わりにな

りたがっている成り上がり者に一番見られる兆候です。たいした力もないのに、主の化身にな

りたがっている輩なのです。主クリシュナが去っていったあと、世界各地に偽物化身がたくさ

ん現われ、偽の名声を維持するために、大衆が持つ精神的従順さを利用し、無知なかれらをま

ちがって導いています。つまりカリの権化は、このブラーフマナの子、シュリンギをとおして

世界に君臨する機会を得た、ということです。 

 

第第第第３６３６３６３６節節節節    
    

wTYau¤-a   raezTaaMa]a+aae  vYaSYaaNa*izbal/k-" ) 
k-aEiXaKYaaPa oPaSPa*XYa vaGvJa]& ivSaSaJaR h )) 36 )) 

    

ity uktvä roña-tämräkño 

vayasyän åñi-bälakaù 

kauçiky-äpa upaspåçya 

väg-vajraà visasarja ha 
    

 iti—このように; uktvä—言っている; roña-tämra-akñaù—怒りのためにまっ赤になっている目

で ; vayasyän—遊び仲間達に ; åñi-bälakaù—リシの息子 ; kauçiké—カウシカ川 ; äpaù—水 ; 

upaspåçya—触れることで; väk—言葉; vajram—雷; visasarja—投げた; ha—過去に。 
    

 リシの息子の目は怒りのためにまっ赤になり、カウシカ川の水に触れ、遊び友だちのまえで

次のような雷鳴にも似た言葉を放った。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 マハーラージャ・パリークシットが呪われた状況は子どもじみていた、としか言いようがあ

りません。この節からそのことがわかります。シュリンギは、無邪気な遊び友だちにむかって、

自分の傲慢さを誇示していました。正気な人なら、全人類社会に害をおよぼすかれをを制止し

たはずです。マハーラージャ・パリークシットのような王を、ただブラーフマナの力をひけら

かすためだけに殺すことで、このブラーフマナの未熟な息子は大きなまちがいを犯してしまっ

たのでした。 

 

第第第第３７３７３７３７節節節節    
    

wiTa   l/iºTaMaYaaRd&   Ta+ak-"  SaáMae_hiNa ) 
d&+YaiTa SMa ku-l/a(r)ar& caeidTaae Mae TaTad]uhMa( )) 37 )) 

    

iti laìghita-maryädaà 

takñakaù saptame 'hani 

daìkñyati sma kuläìgäraà 

codito me tata-druham 
    

 iti—このように; laìghita—卓越した; maryädam—礼儀; takñakaù—蛇鳥; saptame—７番目に; 

ahani—日; daìkñyati—噛むだろう; sma—確かに; kula-aìgäram—王家の卑劣な者; coditaù—〜を

して; me—私の; tata-druham—父親に対する敵意。 
    

 ブラーフマナの子が王をつぎのように呪った。「あの王家の最悪の男（マハーラージャ・パ

リークシット）は、私の父を冒涜して礼儀作法をやぶったため、きょうから７日後、蛇鳥に噛

まれることだろう」 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 これが、ブラーフマナの力を誤用した始まりであり、やがてカリ時代のブラーフマナたちは

ブラーフマナの力と文化を失っていくことになります。このブラーフマナの少年は、マハーラ

ージャ・パリークシットをクランガーラ（kuläìgära）「王家の卑劣な者」と考えたのですが、

じつは、少年こそそう呼ばれてしかるべき人間でした。まるで、牙の折れた蛇のようにブラー

フマナ階級の力が失われたことになった張本人だったからです。蛇は毒牙があれば恐ろしい生



 42 

き物ですが、毒がなければ子どもに怖がられるだけ。カリの権化はまずブラーフマナの少年を

えじきにし、そして徐々にほかの階級が影響されていきました。こうして今では、社会階級と

いう科学的システム全体が腐敗しきったカースト制度になり、同じようにカリ時代に影響を受

けたほかの階級によって根こそぎにされようとしています。よく見るべき点はこの腐敗の元凶

であり、この制度の科学的価値の知識を知らずに、制度そのものを非難すべきではありません。 

 

第第第第３８３８３８３８節節節節    
    

TaTaae_>YaeTYaaé[Ma&  bal/ae Gale/ SaPaRk-le/vrMa( ) 
iPaTar& vq+Ya du"%aTaaeR Mau¢-k-<#=ae åraed h )) 38 )) 

    

tato 'bhyetyäçramaà bälo 

gale sarpa-kalevaram 

pitaraà vékñya duùkhärto 

mukta-kaëöho ruroda ha 
    

 tataù—そのあと ; abhyetya—〜の中に⼊ったあと ; äçramam—その庵 ; bälaù—少年 ; gale 

sarpa—肩の上の蛇; kalevaram—体; pitaram—父親に; vékñya—見ている; duùkha-ärtaù—in a 

sorry plight; mukta-kaëöhaù—loudly; ruroda—cried; ha—in the past. 
    

 そのあと、庵にもどって父親の肩にかかっている蛇を見ると、悲しみにかられて大声で泣き

だした。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 少年は不安にかられていました。とんでもない過ちをしてかしたのですから。だから、泣い

てその重荷から解放されようとしたのです。そして庵に⼊り、父親のそのありさまを見ると、

大声で泣けば救われると思いました。しかし、とりかえしはつきません。父親はこの一連ので

きごとを嘆き悲しむばかりでした。 

 

第第第第３９３９３９３９節節節節    
    

Sa va Aai(r)rSaae b]øNa( é[uTva SauTaivl/aPaNaMa( ) 
oNMaqLYa  XaNakE-NaeR}ae  d*îa  ca&Sae  Ma*TaaerGaMa( )) 39 )) 
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sa vä äìgiraso brahman 

çrutvä suta-viläpanam 

unmélya çanakair netre 

dåñövä cäàse måtoragam 
    

 saù—彼; vai—もまた; äìgirasaù—アンギラーの家系に生まれたそのリシ; brahman—おおシャ

ウナカよ; çrutvä—聞いて; suta—彼の息子; viläpanam—悲しんで泣いている; unmélya—開けて

いる; çanakaiù—徐々に; netre—目によって; dåñövä—見ることで; ca—もまた; aàse—肩に; 

måta—死んだ; uragam—蛇。 
    

 ブラーフマナたちよ。アンギラー・ムニの家系に生まれたそのリシは、我が子の鳴き声を聞

くと、ゆっくりと目をあけ、自分の首に蛇の屍がかけられているのに気づいた。 

 

第第第第４０４０４０４０節節節節    
    

ivSa*JYa Ta& c PaPa[C^ vTSa k-SMaaiÖ raeidiz ) 
ke-Na   va  Tae_Pak*-TaiMaTYau¢-"  Sa  NYavedYaTa( )) 40 )) 

    

visåjya taà ca papraccha 

vatsa kasmäd dhi rodiñi 

kena vä te 'pakåtam 

ity uktaù sa nyavedayat 
    

 visåjya—横に投げている ; tam—それ ; ca—もまた ; papraccha—尋ねた ; vatsa—息子よ ; 

kasmät—なんのために; hi—確かに; rodiñi—泣いている; kena—だれかによって; vä—そうでな

ければ; te—彼ら; apakåtam—間違った行ない; iti—そのように; uktaù—尋ねられて; saù—その

少年; nyavedayat—すべてを知らせた。 
    

 リシはその屍を横に投げたあと、どうして泣いているのだ、だれかがおまえを傷つけたのか、

と尋ねた。息子はそれを聞き、ことの一部始終を話した。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 父は、首にかかっていた蛇を見ても、さわぎもしませんでした。ただつまみあげてぽいと捨
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てにすぎません。じっさい、マハーラージャ・パリークシットがしたことに重大な過失があっ

たわけではなかったのですが、ばかな息子は大げさに受けとり、カリに影響されていたために

王を呪い、そしてこれまでの楽しかった暮らしに幕が降りたのです。 

 

第第第第４１４１４１４１節節節節    
    

iNaXaMYa XaáMaTadh| NareNd]& 
  Sa b]aø<aae NaaTMaJaMa>YaNaNdTa( ) 
Ahae bTaa&hae MahdÛ Tae k*-Ta‚ 
  MaLPaqYaiSa d]aeh oådRMaae Da*Ta" )) 41 )) 

    

niçamya çaptam atad-arhaà narendraà 

sa brähmaëo nätmajam abhyanandat 

aho batäàho mahad adya te kåtam 

alpéyasi droha urur damo dhåtaù 
    

 niçamya—聞いたあと ; çaptam—呪った ; atat-arham—決して非難されるべきではない ; 

nara-indram—人類の最善者、王に; saù—それ; brähmaëaù—ブラーフマナ・リシ; na—〜ではな

い; ätma-jam—彼自身の子; abhyanandat—祝った; aho—ああ; bata—嘆かわしい; aàhaù—罪; 

mahat—大きな; adya—今日; te—あなた自身; kåtam—行なった; alpéyasi—取るにたらないこと; 

drohe—冒涜; uruù—非常に大きい; damaù—処罰; dhåtaù—与えた。 
    

 父は、王が呪われたことを我が子の口から聞いた。相手は、全人類のなかでもっとも優れ、

決して咎められるような人物ではなかったのに。リシは息子を褒めるどころか、繰りかえし言

うのだった。「ああ、なんという罪なことをしてしまったのか！ ささいな冒涜に重大な罰を

科してしまったのだ」 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 王は人類の頂点に立つ人物です。神の代表者ですから、なにをしても咎められません。言い

かえれば、王は過ちを犯さない、ということです。王はブラーフマナの息子であっても、罪を

犯したのであれば絞首刑さえ言いわたしますが、ブラーフマナを殺す反動の罪をかぶることは

ありません。王側にどこか誤りがあっても、非難されません。医者が医療ミスで患者の命を絶

つことになっても、死刑を科されることはありません。ならば、マハーラージャ・パリークシ
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ットほどの優れた敬虔な王なら言うまでもありません。ヴェーダの慣習では、王は、王として

国を治める立場にいても、ラージャルシ（räjarñi）・偉大な聖人になる訓練を受けています。

市⺠が平和に、そして恐れることなく暮らせるのは、国王の優れた政府があってこそ。ラージ

ャルシは国を巧みに、そして敬虔に治めるため、市⺠はかれを主と同じほどに尊びます。それ

がヴェーダの教えでもあります。王をナレーンドラ（narendra）、人類のなかでも最善の者、

と呼びます。ならば、マハーラージャ・パリークシットほどの国王が、ブラーフマナの力をそ

なえていても未熟で、そして思いあがったこのブラーフマナの子に非難されることがあってい

いものでしょうか。 

 シャミーカ・リシは充分な経験を積んだ、そして優れたブラーフマナですから、過ちを犯し

た我が子をかばうことはしませんでした。その愚かな行為をただ嘆くばかり。王は一般的な規

則の制限を受けませんから、マハーラージャ・パリークシットのような優れた王にそのような

規則があてはまらないのは当然です。王の過ちは取るにたらないものでしたから、死ぬ呪いを

受けてしまったのは、呪いをかけたシュリンギの大罪です。だからこそリシ・シャミーカは、

この一連の出来事を嘆き悲しんでいるのです。 

 

第第第第４２４２４２４２節節節節    
    

Na vE Na*i>aNaRrdev& Para:Ya& 
  SaMMaaTauMahRSYaivPaKvbuÖe      ) 
YataeJaSaa duivRzhe<a Gauáa 
  ivNdiNTa >ad]a<Yaku-Taae>aYaa" Pa[Jaa" )) 42 )) 

    

na vai nåbhir nara-devaà paräkhyaà 

sammätum arhasy avipakva-buddhe 

yat-tejasä durviñaheëa guptä 

vindanti bhadräëy akutobhayäù prajäù 
    

 na—決して〜ない; vai—実際のところ; nåbhiù—誰にによっても; nara-devam—人間の神に; 

para-äkhyam—超越的な者; sammätum—同じ立場に置く; arhasi—その力によって; avipakva—熟

していない、あるいは未熟な; buddhe—知性; yat—〜である者の; tejasä—その力によって; 

durviñaheëa—乗りこえられない; guptäù—守られて; vindanti—楽しむ; bhadräëi—すべての繁栄; 

akutaù-bhayäù—完全に守られて; prajäù—the subjects. 
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 我が子よ。おまえの知性は未熟であり、人類のなかでもっとも優れた人間でもある王が人格

主神と同じ立場にいることを知らない。決して凡人と同じ位置にいるとは考えてはならない。

国の⺠が豊かに暮らせるのは、だれも超えられない王の力に守られているからこそ。 

 

第第第第４３４３４３４３節節節節    
    

Al/+YaMaa<ae NardevNaaiMan 
  rQaa(r)Paa<aavYaMa(r)       l/aek-" ) 
Tada ih caErPa[curae ivNa&+Ya‚ 
  TYar+YaMaa<aae_ivvæQavTa( +a<aaTa( )) 43 )) 

    

alakñyamäëe nara-deva-nämni 

rathäìga-päëäv ayam aìga lokaù 

tadä hi caura-pracuro vinaìkñyaty 

arakñyamäëo 'vivarüthavat kñaëät 
    

 alakñyamäëe—廃止されて; nara-deva—君主の; nämni—その名前の; ratha-aìga-päëau—主の

代表者; ayam—この; aìga—我が子よ; lokaù—この世界; tadä hi—すぐに; caura—泥棒達; 

pracuraù—過度の; vinaìkñyati—征服する; arakñyamäëaù—守られていない; avivarütha-vat—子

羊のように; kñaëät—すぐに。 
    

 我が子よ。戦闘馬車の輪を手にもつ主は君主政権をとおして表わされるが、その政権が廃止

されれば、世界には盗賊がはびこるようになる。そうなれば、その輩たちはすぐさま、だれに

も守られていない、あたかもちりぢりになった子羊のような市⺠たちにおそいかかるのだ。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 『シュリーマド・バーガヴァタム』は、君主政権は至高主・人格主神を表わしている、と言い

ます。王は絶対人格主神の代表者とされていますが、それはすべての生命体を守るために神と

同じ質をそなえる訓練を受けているからです。クルクシェートラの戦いは、主の真の代表者、

すなわちマハーラージャ・ユディシュティラを王座に就かせるために計画されました。理想的

な王は、完璧な王を作りだす士気にささえられた文化と献愛奉仕で徹底的な訓練を受けていま

す。そのような君主は、なんの訓練も受けていない無責任ないわゆる⺠主主義の政治家よりは

はるかに素晴らしい。現代の⺠主主義に住みつく盗賊や悪漢は、偽りの意思表示でしかない選
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挙に頼り、まんまと成功した悪漢や盗賊たちが大衆を食いものにします。訓練を受けた一人の

君主は、無能の悪大臣たちよりもはるかに優れており、この節でも、マハーラージャ・パリー

クシットのような君主政権が破棄されてしまえば、大衆はカリ時代から無数の攻撃にさらされ

るようになる、と暗示されています。人々は、口先だけの⺠主主義体制ではぜったいに幸福に

なれません。国王不在のそのような管理体制について、次の節で説明されています。 

 

第第第第４４４４４４４４節節節節    
    

TadÛ Na" PaaPaMauPaETYaNaNvYa& 
  YaàíNaaQaSYa    vSaaeivRlu/MPak-aTa( ) 
ParSPar& ganiNTa XaPaiNTa v*ÅTae 
  PaéUNa( iñYaae_QaaRNa( PauådSYavae JaNaa" )) 44 )) 

    

tad adya naù päpam upaity ananvayaà 

yan nañöa-näthasya vasor vilumpakät 

parasparaà ghnanti çapanti våïjate 

paçün striyo 'rthän puru-dasyavo janäù 
    

 tat—この理由で; adya—この日から; naù—私達に; päpam—罪の反動; upaiti—襲いかかるだ

ろう; ananvayam—混乱; yat—なぜなら; nañöa—廃棄されて; näthasya—君主の; vasoù—富の; 

vilumpakät—略奪されて; parasparam—互いの間で; ghnanti—殺すだろう; çapanti—傷つけるだ

ろう; våïjate—盗むだろう; paçün—動物; striyaù—女性; arthän—富; puru—非常に; dasyavaù—泥

棒達; janäù—大衆。 
    

 君主政権が終わり、悪漢や盗賊たちが人々の富を略奪しはじめ、社会は大混乱におちいる。

人々は殺されるか傷つけられ、動物や女性たちがさらわれる。このような大罪すべての責任を

私たちが責任を負うことになるのだ。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 この節のnaù（ナハ）「私たち」にはひじょうに重要な意味があります。聖者は、自分たちブ

ラーフマナが君主政府を殺害する集団となり、その責任を明確に言及しており、こうして、国

の臣⺠の富を略奪する者でしかないいわゆる⺠主主義者がのさばる機会を与えています。⺠主

主義者たちは、市⺠が裕福に暮らせるよう働くこともなく、管理組織にしがみついています。
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個人の満足のためにその地位にのさばり、こうして一人の王ではなく、無数の無責任な王が市

⺠から税金を集めて巨大化しているのです。この節では、優れた君主政府が失われた結果、だ

れもが富、動物、女性などを略奪するようになり、互いに混乱を作りだしている、と予言され

ています。 

 

第第第第４５４５４５４５節節節節    
    

TadaYaRDaMaR" Pa[ivl/IYaTae Na*<aa& 
  v<aaRé[MaacarYauTañYaqMaYa"   ) 
TaTaae_QaRk-aMaai>aiNaveiXaTaaTMaNaa& 
  éuNaa& k-PaqNaaiMav v<aRSaªr" )) 45 )) 

    

tadärya-dharmaù praviléyate nåëäà 

varëäçramäcära-yutas trayémayaù 

tato 'rtha-kämäbhiniveçitätmanäà 

çunäà kapénäm iva varëa-saìkaraù 
    

 tadä—その時 ; ärya—進歩的な文化 ; dharmaù—活動 ; praviléyate—系統的に征服される ; 

nåëäm—人類の; varëa—身分; äçrama—社会の階級; äcära-yutaù—優れた作法で構成されて; 

trayé-mayaù—ヴェーダの教えに関連して; tataù—その後; artha—経済発展; käma-abhiniveçita—

感覚満足に完全に没頭して; ätmanäm—人間の; çunäm—犬のように; kapénäm—猿のように; 

iva—そのように; varëa-saìkaraù—不必要な人間。 
    

 そのとき一般大衆は、社会の地位・階級とヴェーダの教えから、また人の質にもとづく活動

に関連した発展的文化の道からしだに逸脱していく。やがてかれらは、感覚を満たしてくれる

経済発展に対する魅力を高め、その結果、犬や猿と同じ程度の望ましくない人間が増えていく。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 この節では、君主政権が消失することで、一般大衆は犬や猿のような望ましくない人間に落

ちぶれていくと予言されています。猿がいつでもセックスのことだけを考え、犬がところかま

わず性行為をするように、不正な交わりの結果として誕生した大衆は、ヴェーダが定める優れ

た作法に従う生き方、社会の身分や階級にある優れた活動から系統的に逸脱していきます。 

 ヴェーダがしめす生活は、アーリャン（Äryan）文化にもとづく進歩的な生き方です。アー
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リャンはヴェーダ文化に積極的に従う人々です。ヴェーダ文化は、神のもとに、ふるさとに帰

っていけるよう私たちを導いており、その世界には誕生も死も、老年も病気もありません。物

質界の暗闇にいつまでもいてはいけない、物質界をはるかに超えた精神的王国の光を目ざさな

くてはならない――とヴェーダは私たちすべてを導いています。人の気質にもとづくカースト

制度や生活階級は、主によって、あるいは主の代表者や偉大なリシたちによって科学的に計画

されています。完璧な人生の道には、物質・精神どちらの教えもすべて用意されています。ヴ

ェーダの教えに従う生き方は、人が猿や犬のような生き方をするのは許しません。感覚満足と

経済発展に根ざした堕落した文化は、無神論の、あるいは「人⺠の、人⺠による、人⺠のため

の政治」と謳った王を除いた政府から作りだされたものです。ですから、人々が自分たちの手

で選んだ貧弱な行政を非難するのは筋違いというものです。 

 

第第第第４６４６４６４６節節節節    
    

DaMaRPaal/ae NarPaiTa" Sa Tau SaMa]a@( b*hC^¥va" ) 
Saa+aaNMaha>aaGavTaae    raJaizRhRYaMaeDaYaa$( ) 
+auta*$(é[MaYauTaae   dqNaae    NaEvaSMaC^aPaMahRiTa )) 46 )) 

    

dharma-pälo nara-patiù 

sa tu samräò båhac-chraväù 

säkñän mahä-bhägavato 

räjarñir haya-medhayäö 

kñut-tåö-çrama-yuto déno 

naiväsmac chäpam arhati 
    

 dharma-pälaù—宗教の保護者 ; nara-patiù—その王 ; saù—彼 ; tu—しかし ; samräö—皇帝 ; 

båhat—非常に; çraväù—名高い; säkñät—直接; mahä-bhägavataù—主の一流の献愛者; räja-åñiù—

王 族 の 中 の 聖 者 ; haya-medhayäö— 馬 の供 儀 祭の 偉 大 な 執 行 者 ; kñut— 飢 え ; tåö— 渇き ; 

çrama-yutaù—疲労困憊; dénaù—襲われて; na—決して〜ない; eva—こうして; asmat—私達によ

って; çäpam—呪う; arhati—〜に値する。 
    

 パリークシット皇帝はじつに信心深い王である。名高く、人格主神に仕える一流の献愛者で

もある。王族のなかの聖者であり、馬の供儀祭を幾度となく執行した。そのような王が飢えと

渇きのために疲労困憊におちいっても、決して呪われることがあってはならない。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 シャミーカ聖者は、王族のための一般的な法典について説明し、王は過ちを犯さないために

決して非難の対象にはならないことを力説したあと、パリークシット王についてとくに話した

いことがありました。マハーラージャ・パリークシットの特別の気質は、この節に要約されて

います。パリークシット王は、王としての地位だけをとっても、王族階級の宗教原則を治める

支配者として広く世に知られていた人物でした。シャーストラには、社会の地位や階級に応じ

た義務がすべて定められています。そしてパリークシット皇帝には、『バガヴァッド・ギータ

ー』（第18章・第43節）で述べられているクシャトリヤの特質がすべてそなわっていました。

主の偉大な献愛者、そして自己を悟った魂でもあります。そのような王を呪うことは、たとえ

かれが疲労困憊の状態にあったとしても、あってはならないことでした。こうしてシャミーカ・

リシは、マハーラージャ・パリークシットが呪われたことは、あらゆる角度から見ても不当な

ことだった、と認めました。ほかのブラーフマナたちはこの出来事とはなんの関係もないので

すが、少年のブラーフマナが犯した子どもじみた行為のために、全世界の状況が一変してしま

いました。こうして、ブラーフマナのリシ・シャミーカは、世界の優れた階級が堕落してしま

ったその責任を引きうけようとしているのです。 

 

第第第第４７４７４７４７節節節節    
    

APaaPaezu  Sv>a*TYaezu  bale/NaaPaKvbuiÖNaa ) 
PaaPa& k*-Ta& TaÙGavaNa( SavaRTMaa +aNTauMahRiTa )) 47 )) 

    

apäpeñu sva-bhåtyeñu 

bälenäpakva-buddhinä 

päpaà kåtaà tad bhagavän 

sarvätmä kñantum arhati 
    

 apäpeñu—すべての罪から自由な者に; sva-bhåtyeñu—従属し、守られるべき立場にある者に; 

bälena—子どもによって ; apakva—未熟な者; buddhinä—知性によって; päpam—罪な行為; 

kåtam—してしまった; tat bhagavän—ゆえに人格主神; sarva-ätmä—遍在する者; kñantum—許し

を乞うた; arhati—〜にふさわしい。 
    

 そしてリシは遍在する人格主神に祈り、未熟で知性のない我が子の許しを乞うた。その子は、
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罪など犯していない、そして自分たちよりも低い身分の、守られるべき立場にいる人物を呪う

というとりかえしのつかない大きな過ちを犯してしまったのである。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 だれであろうと、自分の行為の責任は、敬虔なことであろうと罪なことであろうと、自分で

負うものです。リシ・シャミーカは、我が子がマハーラージャ・パリークシットを呪うという

大罪を犯してしまったことを見抜きました。敬虔な統治者で、そして主の一流の献愛者だから

こそあらゆる罪とは無縁で、ブラーフマナに守られるべき立場にある人物だったのに。主の献

愛者を冒涜してしまうと、その反動から逃れるのは至難の業です。ブラーフマナは社会階級の

頂点にいることから、自分たちに従う人々を守るべき立場にあり、呪うなどもってのほかです。

ブラーフマナが下の位にいるクシャトリヤやヴァイシャたちをきびしく呪う出来事はときに起

こりますが、マハーラージャ・パリークシットの場合は、これまで説明されてきたように、呪

われるようなことはなにもしていませんでした。ばかな少年が、自分はブラーフマナの子だと

いう愚かな虚栄心ゆえにしでかしたことであり、こうしてかれは神の法則で処罰されるはめに

なるのです。主は、純粋な献愛者を傷つける者を決して許しません。ですから、王を呪うこと

で、愚かなシュリンギは罪を犯しただけではなく、とりかえしのつかない冒涜を犯してしまっ

たのです。ですからリシは、罪を犯してしまった我が子を救えるのは最高人格主神しかいない

ことも知っていました。だからこそ、とりかえしのつかないことさえ元にもどしてしまう至高

主にじかに許しを乞いました。そしてその願いは、知性のかけらもない愚かな少年の名におい

てなされました。 

 ここで、「パリークシット・マハーラージャが苦境におちいるのは物質存在から救われるた

めだから、なぜブラーフマナの少年が冒涜行為の責任を負わなくてはならないのだろう」と考

える人がいるかもしれません。その答として「冒涜行為はその子が一人でしたことで、かんた

んに許される、だから父親の祈りは受けいれられた」と言えます。しかし「なぜブラーフマナ

社会全体が、カリが世界情勢に⼊りこむことを許した責任を負わなくてはならないのか」とい

う質問であれば、その答は『ヴァラーハ・プラーナ』のなかにあります。あるとき、人格主神

に敵意をいだく悪魔が主に殺されず、カリ時代の利点を得るためにブラーフマナの家系に誕生

することを許されました。どこまでも慈悲深い主はかれらに敬虔なブラーフマナの家庭に誕生

する機会を与えました。そのことで解放の境地に向かって進んでいける配慮がなされていたの

です。しかし悪魔たちはそのすばらしい機会を活かすことなく、ブラーフマナになった虚栄心

のためにブラーフマナ文化をまちがって使いました。その典型的な例がシャミーカ・リシの息
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子であり、この例をとおして、現代のブラーフマナの愚かな息子たちすべてに、シュリンギの

ような愚かなことをしないよう警告が発せられています。またかれらは、前世で持っていた悪

魔的な気質に影響されないよう警告されています。もちろん、この愚かなブラーフマナの少年

は主に許されはしますが、シャミーカ・リシのような父親を持たず、ブラーフマナの家系に誕

生した利点をまちがって使えば、救いがたい困難におとしいれられることでしょう。 

 

第第第第４８４８４８４８節節節節    
    

iTarSk*-Taa  ivPa[l/BDaa" Xaáa" i+aáa hTaa AiPa ) 
NaaSYa TaTa( Pa[iTaku-vRiNTa TaÙ¢-a" Pa[>avae_iPa ih )) 48 )) 

    

tiraskåtä vipralabdhäù 

çaptäù kñiptä hatä api 

näsya tat pratikurvanti 

tad-bhaktäù prabhavo 'pi hi 
    

 tiraù-kåtäù—名誉を傷つけられて; vipralabdhäù—騙されて; çaptäù—呪われて; kñiptäù—無視

されることで混乱しても; hatäù—あるいはたとえ殺されても; api—もまた; na—決して〜ない; 

asya—このような行動すべてに対して ; tat—彼らに ; pratikurvanti—逆らう ; tat—主の ; 

bhaktäù—献愛者達; prabhavaù—力強い; api—〜でも; hi—確かに。 
    

 主の献愛者は忍耐強く、たとえ名誉を傷つけられたり、騙されたり、呪われたり、妨害され

たり、軽視されたり、あるいは殺されたとしても、決して復讐しようとしない。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 リシ・シャミーカは、献愛者の蓮華の御足に冒涜をはたらいた者を主は許さないことも知っ

ていました。主は、献愛者に身をゆだねよ、とだけ私たちに教えることができます。リシは、

もしマハーラージャ・パリークシットが少年を呪いかえせば救われるはず、と考えました。し

かしまた、純粋な献愛者は俗的な利益や逆境などをまったく問題にしないことも知っていまし

た。だから献愛者は、名誉が傷つけられ、呪われ、無視されたりなどしてもとくに仕返しをす

るつもりはありません。そのようなことでは、自分の身にどのようなことが起こっても頓着し

ないのです。しかし、それが主や献愛者にむかって為されたときには、断固として対抗します。

このできごとは個人的なものでしたから、王は対抗しないだろうとリシは考えました。ですか
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ら、未熟な我が子のために主に懇願するしかなかったのです。 

 ブラーフマナだけが、呪いをかけたり祝福を授けたりする力をそなえているわけではありま

せん。主の献愛者は、ブラーフマナではなくてもブラーフマナよりも力をそなえています。し

かし力強い献愛者はその力を自分個人のために使うことはありません。献愛者の力はすべて、

いつでも主への奉仕、あるいは主の献愛者だけに使われるのです。 

 

第第第第４９４９４９４９節節節節    
    

wiTa  Pau}ak*-TaagaeNa  Saae_NauTaáae   MahaMauiNa" ) 
SvYa& ivPa[k*-Taae raja NaEvaga& TadicNTaYaTa( )) 49 )) 

    

iti putra-kåtäghena 

so 'nutapto mahä-muniù 

svayaà viprakåto räjïä 

naiväghaà tad acintayat 
    

 iti—このように; putra—息子; kåta—〜によって為されて; aghena—罪によって; saù—彼（その

ムニ）; anutaptaù—後悔している; mahä-muniù—その聖者; svayam—個人的に; viprakåtaù—その

ように侮辱されて; räjïä—王によって; na—〜ではない; eva—確かに; agham—罪; tat—それ; 

acintayat—〜について考えた。 
    

 こうして聖者は、我が子が犯した罪を悔やむばかりだった。王にされたことをたいした冒涜

とは思ってはいなかったのである。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 こうして、ことのいきさつが明らかになりました。マハーラージャ・パリークシットが死ん

だ蛇を聖者の首にぶらさげたことは深刻な侮辱ではなかったのですが、シュリンギの呪いは重

大な冒涜でした。その恐ろしい冒涜がおろかな子ども一人で起こされたのです。ですから、罪

の反動から逃れることはできなくても、至高主に許される余地は充分にありました。マハーラ

ージャ・パリークシットにしても、おろかなブラーフマナに呪われたことをことさら気にして

いたわけではありません。それどころか、この苦境を好機とし、そして主の恩寵にすがり、シ

ュリーラ・シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーの恩寵をとおして最高完成に到達することがで

きました。じっさい、すべては主の望みから起こったことで、マハーラージャ・パリークシッ
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ト、リシ・シャミーカ、そしてその子シュリンギもその望みが実現されるための道具だったの

です。ですから、じつはだれも困難な状況に落とされたわけではありません。すべては至高の

人物との関連のなかでおこなわれたことだったからです。 

 

第第第第５０５０５０５０節節節節    
    

Pa[aYaXa"  SaaDavae  l/aeke-  ParEÜRNÜezu  YaaeiJaTaa" ) 
Na VYaQaiNTa Na ôZYaiNTa YaTa AaTMaa_Gau<aaé[Ya" )) 50 )) 

    

präyaçaù sädhavo loke 

parair dvandveñu yojitäù 

na vyathanti na håñyanti 

yata ätmäguëäçrayaù 
    

 präyaçaù—ふつう ; sädhavaù—聖者達 ; loke—この世界で ; paraiù— 他の者達によって ; 

dvandveñu—二元性の中で; yojitäù—従事して; na—決して〜ない; vyathanti—苦しんで; na—〜

もない; håñyanti—喜びを感じる; yataù—なぜなら; ätmä—自己; aguëa-äçrayaù—超越的。 
    

 一般的に超越主義者は、物質界の二元性のなかで行動してはいるが、苦しみ悩んでいるわけ

ではない。（その俗なことに）喜びを感じているわけでもない。俗世を超えた活動をしている

からである。 
    

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

    

 超越主義者には、経験主義哲学者、神秘主義者、主の献愛者がいます。経験主義哲学者は絶

対者のなかに融合する完成、神秘主義者は遍在する至高の魂の知覚、そして主の献愛者は人格

主神への超越的な愛情奉仕を目ざしています。ブラフマン、パラマートマー、バガヴァーンは、

一人の超越者・至高主の異なる様相ですから、これらの超越主義者たちはすべて、物質自然界

の三様式を超えた境地にいます。物質的な苦悩や幸福感は三様式が作りだしたものですから、

物質的な苦しみも幸せも、超越主義者にはなんの関係もないのです。パリークシット王は献愛

者で、リシは神秘主義者でした。ですから、どちらも至高の意志によって作りだされた偶発的

なこの出来事に深くかかわっていたわけではありませんでした。愚かなことをしたこの子も、

主の意志を満たす道具だったのです。 
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 これで、バクティヴェーダンタによる『シュリーマド・バーガヴァタム』、第１編・第1８

章、「マハーラージャ・パリークシット、ブラーフマナの少年に呪われる」の要旨解説を終了

します。 


